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WHAグループが
チュラロンコン大学工学部を支援
WHAグループが
チュラロンコン大学工学部を支援

WHAグループは先日、チュラロンコン大学の工学部に対し、20万バーツの寄
付を行いました。この寄付は「Professor Aroon Sorathesn Center of 
Excellence in Environmental Engineering」の設立を目的としたもので
す。高度なツールと革新的な技術を備えた世界水準の施設となる予定の同セ
ンターはタイにおける環境の持続可能性を高めるべく、環境分野の研究開発
に焦点を絞った活動に取り組みます。この寄付は、将来の世代のために生活の質の改善を目指すというWHAグループのCSR
活動の目的に即したものです。

WHAグループが開発したイースタン・シーボード工業団地（ラヨーン）（ESIE）は
先日開催された「スマート・エコ・シティと持続可能な都市化を目指して」と題する
エコ・イノベーション・フォーラム2018においてエコ・インダストリアル・タウン・
アワード（エコチャンピオン部門）を受賞しました。同フォーラムは、デジタル経済
社会省、工業省およびタイ工業連盟（FTI)の共催によるものです。ESIEは、持続
可能性の概念に基づいた環境保護への力強い取り組みが評価され今年で5年連続の受賞を果たしました。

AMCHAMタイランドの役員が
ESIE（ラヨーン）とWHA ESIE1を訪問
AMCHAMタイランドの役員が
ESIE（ラヨーン）とWHA ESIE1を訪問

AMCHAMタイランド（在タイ米国商工会議所）のMs. Heidi Gallant事務局
長（中央）をはじめとする役員一行が先日イースタン・シーボード工業団地
（ラヨーン）とWHAイースタン・シーボード工業団地1（WHA ESIE 1）を訪
れ、WHAコーポレーション株式会社のシヤパス・チャンタチャイロート法人
マーケティング担当取締役による温かい歓迎を受けました。これら2つの工
業団地には、ゼネラル・モーターズ、ジェリー・ベリー・キャンディー、ケロッグ
ズ、アクシネット・タイトリスト、FMCケミカルなどの大手米国企業が入居し
ています。一行は環境に優しい施設や世界水準の設備を詳細に見学して回ったほか自動車産業クラスターとWHA工業団地に、
より多くの国際的な投資家を呼び込むための投資機会について協議を行いました。

WHAインベスターズ・クラブの年次慈善ゴルフトーナメントで
募金額が20万バーツを超える
午前中の会議ではBOI高官と
自動車業界専門家が知見を参加者と共有 

WHAインベスターズ・クラブの年次慈善ゴルフトーナメントで
募金額が20万バーツを超える
午前中の会議ではBOI高官と
自動車業界専門家が知見を参加者と共有 

WHAインダストリアル・ディベロップメント株式会社は、去る11月7日
にチョンブリのパッタナー・ゴルフ＆スポーツクラブにおいてインベスタ
ーズ・クラブ年次会議および慈善ゴルフコンペを開催しました。このイ
ベントには100名以上が参加し大きな成功を収めました。
イベントの最初のプログラムは情報共有を目的とした会議で、タイ投
資委員会（BOI）のナリット・タードスティーラスクディ副総裁により
BOIの現行の投資奨励政策に関する包括的な最新情報を提供する講演が行われました。それに続き、IHSマーキット・オートモティブ社
のジェッサダ・トンパク副部長により、この地域における自動車産業と電気自動車の展望に関する啓発的な講演が行われました。また、
WHAのタニン・スッブーンルアン工業団地運営担当副社長がWHAのインフラストラクチャとサービスに関する最新情報を提供し、参加
者は皆、熱心に聞き入りました。
昼食の後、ゴルファーたちはゴルフコースへと向かいスポーツマンシップと仲間意識の強化を目的としたトーナメントのティーオフに臨み
ました。夕食会の席では各フライトの優勝者のほか、胸を躍らせる挑戦を称える「ニアピン」賞などの各種の賞やラッキードローの当選者
が発表されました。
また、ラヨーンのノン・ライ学校およびWHAの一連の慈善プロジェクトのための募金活動も行われ20万バーツを超える募金が集まりま
した。WHAは募金額と同額の寄付を行う方針を明らかにしていたため募金者は自らの貢献が2倍になって慈善活動に反映されることを
心得ていました。
WHAインダストリアル・ディベロップメント株式会社のデビッド・ナードン工業・国際担当グループ・エグゼクティブは次のように述べまし
た。「非常に実りある募金活動を実施できました。弊社のお客様、パートナー、そしてWHAインダストリアル・ディベロップメント株式会社
のコミュニティに属する皆様方の積極的なご協力により慈善活動のための募金を集めることができました。このイベントは毎年、開催が
待ち遠しく思われる、特別に楽しいものになっております。」
午前中のプログラムを有意義なものにして下さった来賓講演者の方々ならびに今年度の慈善ゴルフトーナメントに参加しエキサイティ
ングで楽しいイベントにして下さったスポンサーとゴルファーの皆様に心よりお礼を申し上げます。　　 

写真は、WHAインダストリアル・ディベロップメント株式会社のタニン・スッブーンルアン工業団地運営・メンテナンス担当副社長（中央左側）が、ESIEを代表し
て、タイ工業団地公社（IEAT）のソムチント・ピルーク総裁（中央右側）より、記念の盾を受領しているところ。この授与式には、イースタン・シーボード工業団地
（ラヨーン）事務局のカトレヤ・シララタナ局長（左端）、タイ工業連盟（FTI）のスパン・モンコンストゥリー会長（右端）が出席されました。写真は、WHAユーティリティーズ・アンド・パワー株式会社のウィサート・チュンワタナ最高経営責任者（右から5人目）が、チュラロンコン大学工学部のスポッ

ト・テーチャウォラシンクン学部長（左から5人目）に寄付金の小切手を贈呈しているところ。この贈呈式には、チュラロンコン大学工学部環境工学科のケマラー
ト・オサタパン科長（左から4人目）と、WHAインダストリアル・ディベロップメント株式会社のウィワット・ジラティカーンサクン工業・国際担当最高執行責任者
（右から4人目）が出席されました。

化学業界の大手企業イハラニッケイ・ケミカル（タイランド）社は先日、
東部経済回廊（EEC）に位置するWHAイースタン工業団地（マプタプッ
ト）において新工場の開所式を開催しました。最先端の設備を完備した
新工場の完成により、同社は生産能力を拡大し、この地域において増え
続けている顧客需要に応えることが可能になります。
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東亞合成（タイランド）社が
WHA ESIE 2で第2工場の起工式を開催
東亞合成（タイランド）社が
WHA ESIE 2で第2工場の起工式を開催

日系化学企業でアクリル製品を製造する東亜合成（タイランド）社はラヨ
ーン県にある WHA イースタン・シーボード工業団地 2（WHA ESIE 
2）において今年の7月に第1工場を稼働させたのに続き、先日、第2
工場の起工式を開催しました。この新工場は、すでに本格稼働中の第 1
工場に隣接しており完成時には様々な業界からの大規模な需要に対応
することが可能になります。

ゼオン・ケミカルズ・アジア社がWHAインダストリアル・
ディベロップメント社と土地売買契約を締結
ゼオン・ケミカルズ・アジア社がWHAインダストリアル・
ディベロップメント社と土地売買契約を締結

日本に本拠を置く工業用化学製品の大手メーカー、日本ゼオン株式会社の
新たなタイ子会社であるゼオン・ケミカルズ・アジア（ZCA）社は先日、
WHA インダストリアル・ディベロップメント株式会社との間で土地売買契
約を締結しました。この工業用地はラヨーン県のWHAイースタン工業団地
（マプタプット）にあり、日本ゼオンが 20 年以上前から進出しているタイ国
での事業拡大に伴い新工場を建設することを決定しました。 
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写真は、 WHA インダストリアル・ディベロップメント株式会社のデビッド・ナードン
工業・国際担当グループ・エグゼクティブ（左から 3 人目）と、ボッシュ・タイラン
ド社のジョセフ・ホン（Joseph Hong）マネージング・ディレクター（右から2 人目）が、
提携契約書に署名しているところ。同席者は、WHAインダストリアル・ディベロップ
メント社のプリープレム・マラシット相談役（左端）、WHA コーポレーション株式会
社のシヤパス・チャンタチャイロート法人マーケティング担当取締役（左から2 人目）
と、ロバート・ボッシュ・オートモティブ・テクノロジーズ（タイランド）株式会社のマー
ティン・ノス（Martin Knoss）ASEAN 地域社長（右端）。 
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イースタン・シーボード工業団地（ラヨーン）が 
エコ・インダストリアル・タウン・アワードを5年連続で受賞
イースタン・シーボード工業団地（ラヨーン）が 
エコ・インダストリアル・タウン・アワードを5年連続で受賞

WHAイースタン工業団地（マプタプット）（WHA EIE）は先日、「スマート・エコ・
シティと持続可能な都市化を目指して」と題するエコ・イノベーション・フォーラム
2018においてエコ・インダストリアル・タウン・アワード（エコチャンピオン部門）
を受賞しました。WHA傘下のWHAイースタン・インダストリアル・エステート株
式会社が運営するWHA EIEは、環境保全に対する意識の高さと、タイランド4.0
政策に従って工業分野で果たした積極的な役割が評価されてこのアワードを受賞した
写真は、WHAイースタン・インダストリアル・エステート株式会社のラチャキット・クランプロム維持・運営担当マネージャー（中央左側）と、チャカート・パタナ
スリ取締役（左端）が、タイ工業団地公社のソムチント・ピルーク総裁（中央右側）より、アワードの授与を受けているところ。この授与式には、タイ工業連盟
（FTI）のスパン・モンコンストゥリー会長（右端）が出席されました。　　

WHAイースタン工業団地（マプタプット）が 
エコ・インダストリアル・タウン・アワードを受賞 
WHAイースタン工業団地（マプタプット）が 
エコ・インダストリアル・タウン・アワードを受賞 

国
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
ス
マ
ー
ト
・
マ

ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
の
分
野
に
お

け
る
タ
イ
の
成
長
の
中
心
地
は
東
部
経

済
回
廊
（
E
E
C
）
で
ボ
ッ
シ
ュ
社
の

製
造
工
場
も
現
在
E
E
C
に
位
置
し
て

い
ま
す
。
大
規
模
な
イ
ン
フ
ラ
投
資
に

よ
り
、
こ
の
地
域
と
ア
セ
ア
ン
諸
国
お

よ
び
世
界
と
の
コ
ネ
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が

強
化
さ
れ
ま
す
。
タ
イ
政
府
は
先
日
東

部
経
済
回
廊
法
を
成
立
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
に
基
づ
き
タ
イ
政
府
は
こ
の

地
域
の
開
発
と
発
展
の
た
め
に
1
兆

5,
0
0
0
億
バ
ー
ツ（
4
5
0
億
ド
ル
）

の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。 

　

ス
マ
ー
ト
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ

ン
グ
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
プ
ロ
セ
ス
を
改

善
し
生
産
性
の
向
上
を
実
現
す
る
こ
と

に
よ
り
、「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4
・
0
」

と
「
タ
イ
ラ
ン
ド
4
・
0
」
の
目
標
を

実
現
し
可
能
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
多
く
の
ケ
ー
ス
で
転
換
点
に
達

し
て
お
り
タ
イ
の
機
械
メ
ー
カ
ー
や
製

造
業
者
の
間
で
は
ス
マ
ー
ト
・
マ
ニ
ュ

フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
の
シ
ス
テ
ム
と
プ

ロ
セ
ス
の
導
入
に
前
向
き
に
取
り
組
む

企
業
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
努

力
の
結
果
製
造
業
と
物
流
は
効
率
、
利

益
率
、
柔
軟
性
が
高
ま
り
、
環
境
に
も

優
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

タ
イ
投
資
委
員
会
（
B
O
I
）
の
地

域
投
資
・
経
済
セ
ン
タ
ー
4
（
チ
ョ
ン

ブ
リ
）
の
責
任
者
を
務
め
る
ウ
ィ
ラ
ッ

ト
・
タ
ッ
サ
リ
ン
カ
ン
サ
ク
氏
は
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。「
B
O
I
の

政
策
は
、
製
造
プ
ロ
セ
ス
を
改
善
す
る

た
め
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
と
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
採
用
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
同
時
に
、
B
O
I
で
は
先
進
技

術
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
恩
典
を
付
与
す

る
こ
と
に
よ
り
人
的
資
源
の
開
発
を
促

進
し
て
い
ま
す
。」

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ィ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
株
式
会
社
の
デ
ビ
ッ

ド
・
ナ
ー
ド
ン
工
業
・
国
際
担
当
グ
ル
ー

プ
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
は
次
の
よ
う
に

語
っ
て
い
ま
す
。「
現
在
の
環
境
に
お

い
て
製
造
業
者
は
多
く
の
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
と
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
追
加

し
て
、
生
産
プ
ロ
セ
ス
を
微
調
整
す
る

こ
と
に
よ
り
競
争
力
を
高
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
W
H
A
の
施
設
は
東
部
経

済
回
廊
内
の
戦
略
的
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
あ
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
が
十
分
に
整
備
さ
れ
た
W
H
A
の

ス
マ
ー
ト
工
業
団
地
は
タ
イ
に
お
け
る

ス
マ
ー
ト
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン

グ
の
変
革
実
現
を
お
手
伝
い
す
る
た
め

の
準
備
態
勢
が
整
っ
て
い
ま
す
。」

　

こ
の
見
解
に
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ロ

ボ
テ
ィ
ク
ス
研
究
所
（
F
I
B
O
）
の

創
設
者
で
E
E
C
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
・
ク

ラ
ス
タ
ー
執
行
委
員
会
委
員
を
務
め
る

ジ
ッ
ト
・
ラ
オ
ワ
ッ
タ
ナ
準
教
授
も
同

意
し
て
い
ま
す
。
ジ
ッ
ト
準
教
授
は
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。「
実
の
と

こ
ろ
高
熱
の
エ
リ
ア
や
非
常
に
高
く
狭

い
場
所
な
ど
の
危
険
な
場
所
で
は
オ
ー

ト
メ
ー
シ
ョ
ン
と
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
・
シ

ス
テ
ム
が
人
間
の
代
わ
り
を
務
め
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
を
私
た
ち
は
常
に
理

解
し
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
場
所
で

は
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
作
業
を
正
確
に
繰
り

返
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
た
ち
は
正

し
い
方
向
に
向
か
っ
て
進
ん
で
お
り
、

私
は
タ
イ
が
有
能
な
労
働
力
を
生
み
出

し
て
ス
マ
ー
ト
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ

リ
ン
グ
時
代
を
強
化
す
る
能
力
を
備
え

て
い
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。」

　

バ
ン
コ
ク
、
W
H
A
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
ズ
・
ア
ン

ド
・
パ
ワ
ー
株
式
会
社
（
W
H
A
U
P
）
は
ソ
ー
ラ
ー

発
電
へ
の
投
資
計
画
を
今
後
一
層
加
速
さ
せ
2
0
1
8

年
第
3
四
半
期
に
さ
ら
に
2
・
6
M
W
の
発
電
設
備
設

置
を
目
指
す
方
針
で
す
。
W
H
A
U
P
は
先
日
、
エ
レ

ク
ト
ロ
ラ
ッ
ク
ス
社
よ
り
ラ
ヨ
ー
ン
に
あ
る
同
社
工
場

の
1
つ
に
お
い
て
0
・
5
0
M
W
の
ソ
ー
ラ
ー
発
電
シ

ス
テ
ム
を
設
置
・
運
営
す
る
業
務
を
請
け
負
い
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
9
月
中
に
完
成
す
る
見
込
み
で
す
。

W
H
A
U
P
で
は
今
年
中
に
さ
ら
に
10
M
W
相
当
の
契

約
締
結
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

タ
イ
に
お
け
る
完
全
に
統
合
さ
れ
た
産
業
向
け
公
共

イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
の
大
手
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
で
原
水
、

処
理
水
、浄
化
水
、廃
水
処
理
、天
然
ガ
ス
の
供
給
サ
ー

ビ
ス
を
行
い
タ
イ
と
海
外
の
双
方
で
発
電
事
業
へ
の
投

資
を
行
っ
て
い
る
、
W
H
A
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
ズ
・

ア
ン
ド
・
パ
ワ
ー
株
式
会
社
（
W
H
A
U
P
）
の
ウ
ィ

サ
ー
ト
・
チ
ュ
ン
ワ
タ
ナ
最
高
経
営
責
任
者
は
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
ま
す
。「
W
H
A
U
P
は
完
全
に
統
合

さ
れ
た
ソ
ー
ラ
ー
発
電
サ
ー
ビ
ス
を
顧
客
に
提
供
し

2
0
1
8
年
第
3
四
半
期
に
は
2
・
6
M
W
の
新
規
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
商
業
運
転
段
階
に
達
す
る
予
定
で
す
。

弊
社
は
先
日
W
H
A
ラ
ヨ
ー
ン
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル

ラ
ン
ド
に
あ
る
エ
レ
ク
ト
ロ
ラ
ッ
ク
ス
・
タ
イ
ラ
ン
ド

株
式
会
社
の
工
場
の
1
つ
に
0
・
5
0
M
W
の
ソ
ー

ラ
ー
屋
上
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
て
運
営
す
る
こ
と

で
エ
レ
ク
ト
ロ
ラ
ッ
ク
ス
社
と
の
間
で
契
約
を
締
結
し

ま
し
た
。
こ
の
契
約
に
よ
り
エ
レ
ク
ト
ロ
ラ
ッ
ク
ス
社

は
投
資
や
運
営
コ
ス
ト
の
負
担
な
し
に
今
後
20
年
間
に

わ
た
り
電
力
コ
ス
ト
を
節
約
で
き
ま
す
。」

　

エ
レ
ク
ト
ロ
ラ
ッ
ク
ス
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）
社
の
ク
リ

ス
・
デ
ィ
ニ
ー
ン
工
場
長
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま

す
。「
エ
レ
ク
ト
ロ
ラ
ッ
ク
ス
で
は
、
弊
社
の
「
目
的
」

ミ
ッ
シ
ョ
ン
声
明
に
即
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
向
上
と

環
境
に
対
す
る
責
務
の
遂
行
に
継
続
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
弊
社
で
は
、
第
1
期
の
ソ
ー
ラ
ー
屋
上
発
電

と
し
て
0
・
1
M
W
の
設
備
を
自
社
資
金
で
設
置
し
ま

し
た
が
そ
の
後
、
W
H
A
U
P
社
が
ソ
ー
ラ
ー
屋
上
発

電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
と
運
営
を
行
い
ソ
ー
ラ
ー
発
電
で

得
ら
れ
た
電
力
を
弊
社
に
割
引
料
金
で
販
売
す
る
と
い

う
W
H
A
U
P
社
の
サ
ー
ビ
ス
形
態
を
知
り
ま
し
た
。

同
社
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
弊
社
は
追

加
コ
ス
ト
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
負
担
な
し
に
、
弊
社
の

工
場
に
さ
ら
に
0
・
5
M
W
の
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
を

設
置
し
目
標
と
す
る
0
・
6
M
W
の
総
発
電
容
量
を
達

成
で
き
ま
す
。」

　

ク
リ
ス
・
デ
ィ
ニ
ー
ン
氏
は
ま
た
次
の
よ
う
な
コ
メ

ン
ト
を
付
け
加
え
ま
し
た
。「
こ
の
第
2
期
の
ソ
ー
ラ
ー

屋
上
発
電
の
設
置
工
事
が
完
了
す
れ
ば
二
酸
化
炭
素
を

発
生
さ
せ
ず
に
得
ら
れ
た
電
力
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ

り
C
O
2
生
成
量
を
年
間
4
0
0
ト
ン
削
減
で
き
る
た

め
持
続
可
能
性
と
環
境
保
護
面
の
目
標
達
成
に
大
き
く

近
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。」

　

ま
た
、
W
H
A
U
P
は
現
在
W
H
A
の
工
業
団
地
入

居
企
業
や
そ
の
他
の
工
業
顧
客
と
の
間
で
新
規
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
協
議
を
進
め
て
お
り
、
今
年
中
に

10
M
W
相
当
の
契
約
締
結
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

W
H
A
U
P
は
現
時
点
で
す
で
に
9
か
所
の
ソ
ー
ラ
ー

屋
上
発
電
施
設
を
運
営
し
て
お
り
、
総
発
電
容
量
は

4
・
8
M
W
と
な
っ
て
い
ま
す
。
顧
客
は
ク
リ
ー
ン
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
電
力
コ
ス
ト
を
節
約
で
き
る
と
い
う
経

済
的
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
そ
の
導
入
に

積
極
的
に
な
っ
て
い
る
た
め
ソ
ー
ラ
ー
屋
上
発
電
は
今

後
の
成
長
が
非
常
に
有
望
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ウ
ィ
サ
ー
ト
・
チ
ュ
ン
ワ
タ
ナ
氏
は
次
の
よ
う
に

語
っ
て
い
ま
す
。「
W
H
A
U
P
は
設
計
、
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
、
設
置
、
許
可
や
ラ
イ
セ
ン
ス
の
取
得
の
ほ

か
、
契
約
期
間
全
体
に
わ
た
る
運
営
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

ま
で
網
羅
す
る
オ
ー
ル
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
の
ソ
ー
ラ
ー

発
電
サ
ー
ビ
ス
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
提
供
し
て
お
り
お
客
様

は
初
期
費
用
や
運
営
コ
ス
ト
な
し
に
電
力
コ
ス
ト
を
削

減
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
ま
す
。
弊
社
の
チ
ー
ム

は
工
業
ユ
ー
ザ
ー
向
け
の
電
力
お
よ
び
公
共
イ
ン
フ
ラ

サ
ー
ビ
ス
分
野
で
長
年
に
わ
た
る
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を

有
し
て
お
り
ソ
ー
ラ
ー
屋
上
発
電
サ
ー
ビ
ス
で
最
善
の

節
電
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
た
め
に
万
全
の
態

勢
を
整
え
て
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。」 

　

ボ
ッ
シ
ュ
・
タ
イ
ラ
ン
ド
社
と

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ィ
ベ

ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
株
式
会
社
に
よ
り
開
催

さ
れ
た
ス
マ
ー
ト
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク

チ
ャ
リ
ン
グ
・
イ
ベ
ン
ト
は
、
パ
ー
ト

ナ
ー
と
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
一
カ
所

に
集
ま
っ
て
懸
案
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
デ
ジ
タ
ル
変
革
の
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
と
経
験
を
共
有
す
る
た
め
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
こ
れ
ら
の
交

流
は
ス
マ
ー
ト
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ

リ
ン
グ
を
推
進
し
タ
イ
を
次
の
レ
ベ
ル

に
引
き
上
げ
る
上
で
助
け
と
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　WHA ユーティリティーズ・アンド・パワー株式会社は、ZF Lemforder（タイランド）社
との間でイースタン・シーボード工業団地（ラヨーン）にある ZF 社の工場に発電容量
0.8MWの屋上ソーラー発電設備を設置する契約を締結しました。ZF 社シャーシ・システム事
業部門の東南アジア・インド・太平洋地域責任者を務める Thinus Steyn 氏（中央右側）と
WHAユーティリティーズ・アンド・パワー株式会社（WHAUP）のウィサート・チュンワタ

ナ最高経営責任者（中央左側）はソー
ラー発電売買契約の締結を共に祝い
ました。契約締結式には、WHAUP
のプンラピー・ノパルムパ発電事業
開発担当取締役（左側）と、ZF 社の
シラチャット・サマイクン工場長（右
側）が出席されました。この売買契
約はクリーンエネルギーをコンセプ
トとする環境保護とコスト削減を推
進する ZF 社の方針を反映したもの
です。同プロジェクトの COD は、

2019 年 4 月の予定です。 
　ZF Lemforder（タイランド）社の工場は、WHA インダストリアル・ディベロップメント
株式会社のイースタン・シーボード工業団地（ラヨーン）に位置し敷地面積は 12 ライを超え
ます。ZF 社はクリーンエネルギーに注力しており、それが今回 WHAUP が屋上ソーラー発
電を提供する要因となりました。
　ZF Lemforder 社のシラチャット・サマイクン工場長は次のように述べています。「ソーラー
エネルギーは環境保護に貢献し、弊社工場のエネルギーコスト削減にも役立ちます。ソーラー
システム、その技術面、許認可の取得、設置のほか運営およびメンテナンスは WHAUP 社が
担当します。このソーラーシステムは、最大で ZF タイランド社の現在の電力消費量の約
49%を供給しCO2 排出量を年間 550 トン削減する効果があります。」
　同社シャーシ・システム事業部門の東南アジア・インド・太平洋地域責任者を務める
Thinus Steyn 氏は次のように述べています。「このエキサイティングなプロジェクトで
WHAUP 社と協力できることをうれしく思います。このプロジェクトは我々のグループの環
境上の諸目標にうまく適合します。この「ウィンウィン」の契約によって弊社の工場を改善
する機会をもたらしてくださった WHA インダストリアル・ディベロップメント株式会社と
WHAUP社に感謝申し上げます。」
　WHAUPのウィサート・チュンワタナCEOは次のように語っています。「イースタン・シー
ボード工業団地（ラヨーン）において ZF Lemforder（タイランド）社と実施する 0.8 MW の
屋上ソーラー発電プロジェクトは弊社が WHA の工業団地およびその他の工業団地の入居企
業の皆様に提供しているソーラー発電サービスの 1 つです。WHAUP は、現時点ですでに 9
か所のソーラー発電施設を運営しており総発電容量は 4.8MW となっています。顧客はクリー
ンエネルギーが電力コスト節約という経済的メリットをもたらすことを認識しその導入に積
極的になっているため屋上ソーラー発電は今後の成長が非常に有望視されています。」 

WHAUPと ZF Lemforder 社が
屋上ソーラー発電設置契約を締結
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「
タ
イ
ラ
ン
ド
・
ス
マ
ー
ト
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
2
0
1
8
」
で
新
た
な
機
会
が
生
ま
れ
る



Iharanikkei Chemical (Thailand) Co., Ltd.
繊維原料など化学製品の製造販売

Hitachi Transport System Vantec (Thailand), Ltd.
総合物流業

ヘマラートで更なる飛躍を目指す企業

あらゆる物流の最適化をご提案
拡大するタイのEC事業も照準

海外初の工場をWHAイースタン工業団地に開設
２年後に第２工場の稼働も目指す

　

日
立
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
・
バ
ン
テ
ッ

ク
・
タ
イ
ラ
ン
ド
は
日
本
の
物
流
大
手
「
日
立
物

流
」
の
タ
イ
に
お
け
る
現
地
法
人
で
す
。
モ
ノ
づ
く

り
の
「
日
立
製
作
所
」
が
グ
ル
ー
プ
の
母
体
と
な
っ

て
い
る
だ
け
あ
っ
て
工
場
設
備
や
物
資
、
製
品
を
送

り
届
け
る
と
い
う
荷
主
側
の
立
場
に
立
っ
た
き
め
の

細
か
い
サ
ー
ビ
ス
を
得
意
と
し
て
い
ま
す
。

　

海
外
展
開
と
し
て
は
1
9
7
6
年
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

に
初
め
て
の
現
地
法
人
を
設
立
し
ま
し
た
。
タ
イ
進

出
は
1
9
8
9
年
で
2
0
1
6
年
か
ら
は
ク
ロ
ス
ボ

ー
ダ
ー
混
載
輸
送
サ
ー
ビ
ス
も
ス
タ
ー
ト
。
ベ
ト
ナ

ム
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど
の
現
地
子
会
社
と
の
連
携
に

よ
る
事
業
拡
大
な
ど
成
長
す
る
東
南
ア
ジ
ア
市
場
を

重
要
な
戦
略
拠
点
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

当
社
の
事
業
は
大
き
く
3
つ
に
分
か
れ
ま
す
。　

一
つ
目
が
「
重
量
機
工
事
業
」
。
1
9
5
0
年
の
創

業
期
か
ら
手
が
け
て
い
る
中
核
事
業
で
発
電
所
や
各

種
プ
ラ
ン
ト
な
ど
の
搬
送
か
ら
据
え
付
け
ま
で
難
度

の
高
い
輸
送
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
豊
富
で
多
層

的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
と
最
新
鋭
の
特
殊
機
材
を
使
用
し
安

全
確
実
に
お
客
様
の
元
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
が
「
フ
レ
イ
ト
フ
ォ
ワ
ー
デ
ィ
ン
グ
事

業
」
で
す
。
航
空
輸
送
、
海
上
輸
送
、
ク
ロ
ス
ボ
ー

ダ
ー
輸
送
と
現
代
の
物
流
化
は
複
雑
を
極
め
て
お
り

困
難
な
国
際
輸
送
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
社
は

世
界
各
地
に
巨
大
な
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
て
お
り
そ
の
拠
点
は
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
な
ど

約
1
0
0
社
計
4
0
0
拠
点
に
上
り
ま
す
。
こ
う
し

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
フ
ル
稼
働
し
て
通
関
や
法
規
制

対
応
に
至
る
ま
で
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
日
本
語
で

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
紹
介
す
る
の
が
物
流
全
体
の
最
適
化
・
効

率
化
を
実
現
す
る
た
め
の
「
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
事
業
」
（
3
P
L
）
で
す
。
現
代
の
物

流
は
倉
庫
で
の
保
管
か
ら
輸
送
、
荷
役
、
輸
出
入
、

物
流
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
至
る
ま
で
そ
の
ニ
ー

ズ
、
サ
ー
ビ
ス
は
実
に
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
と
こ

ろ
が
全
て
の
荷
主
様
が
あ
ら
ゆ
る
業
務
部
門
を
社
内

に
備
え
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
う
と

も
な
る
と
膨
大
な
コ
ス
ト
を
負
担
し
な
く
て
は
な
ら

な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
昨
今
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
の
が
3
P
L
な
の
で
す
。
企
業
各

社
が
業
務
と
し
て
か
か
え
る
物
流
部
門
に
つ
い
て
、

第
三
者
企
業
に
委
託
す
る
と
い
う
業
務
形
態
を
指
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
委
託
企
業
は
持
ち
う
る
リ
ソ

ー
ス
を
効
率
よ
く
他
の
主
要
業
務
に
割
り
振
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
一
方
、
受
託
す
る
企
業
は
持
ち
う
る

ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
っ
て
倉
庫
の
配
置
か
ら
輸
送
方
法
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
ま
で
あ
ら
ゆ
る
物
流
の

最
適
化
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

タ
イ
の
市
場
は
消
費
が
拡
大
し
て
お
り
そ
れ
に
伴

う
物
流
も
進
歩
を
続
け
て
い
ま
す
。
中
で
も
当
社
が

注
目
す
る
の
が
E
C
（
電
子
商
取
引
）
市
場
で
す
。

あ
る
統
計
で
は
年
間
で
13
％
も
成
長
し
て
い
る
と
い

い
企
業
各
社
も
魅
力
あ
る
市
場
で
勝
ち
残
る
た
め
に

優
良
な
物
流
を
求
め
て
い
ま
す
。
当
社
は
自
前
で
は

倉
庫
を
借
り
ら
れ
な
い
あ
る
い
は
配
送
手
段
を
持
た

な
い
企
業
な
ど
に
対
し
最
適
な
提
案
を
行
っ
て
こ
の

流
れ
を
支
え
て
い
く
考
え
で
す
。
自
社
サ
イ
ト
を
使

う
な
ど
し
た
非
モ
ー
ル
型
の
E
C
市
場
の
需
要
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
で
タ
イ
は
日
本
と
同
様
に
労
働
人
口
が
減
少

を
始
め
て
お
り
働
き
手
の
不
足
は
物
流
業
界
で
も
深

刻
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
当
社
は
省
人

化
の
技
術
を
駆
使
し
、
い
ち
早
く
ロ
ボ
ッ
ト
化
や
自

動
化
な
ど
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
場
の
変
化
を
汲
む
こ
と
で
新
た
な
物
流
の
需
要
に

も
応
え
て
い
き
ま
す
。

　

2
0
1
2
年
に
本
社
を
移
転
し
た
際
お
世
話
に
な

っ
た
の
が
W
H
A
グ
ル
ー
プ
で
す
。
当
社
の
拠
点
戦

略
に
合
っ
た
ご
提
案
を
い
た
だ
き
そ
の
親
切
丁
寧
な

姿
勢
に
も
好
感
が
持
て
て
お
取
引
を
始
め
ま
し
た
。

物
流
業
は
あ
る
意
味
で
特
殊
な
業
界
で
す
。
そ
の
特

殊
性
を
適
切
に
把
握
さ
れ
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い

た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

ラ
ム
ル
ッ
カ
に
あ
る
当
社
物
流
セ
ン
タ
ー
を
め
ぐ

っ
て
は
屋
上
に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
ご
提

案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
を
使
う
物
流
企

業
に
と
っ
て
地
球
環
境
問
題
は
避
け
て
通
れ
な
い
重

要
な
課
題
で
す
。
会
社
と
し
て
の
環
境
保
護
指
針
も

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
の
省
電
力
化
は
当
社
に

と
っ
て
願
っ
て
も
な
い
申
し
出
で
と
な
り
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
タ
イ
社
会
の
一
員
と
し
て
大
切
な
職

責
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
系
の
化
学
薬
品
メ
ー
カ
ー
「
ク
ミ
ア
イ
化
学
工

業
」
（
東
京
）
傘
下
の
化
学
製
品
製
造
販
売
業
「
イ
ハ

ラ
ニ
ッ
ケ
イ
化
学
株
式
会
社
」
は
１
９
７
９
年
、
静
岡

県
清
水
市
（
現
静
岡
市
清
水
区
）
で
誕
生
し
ま
し
た
。

殺
菌
剤
や
除
草
剤
な
ど
の
農
薬
生
産
と
高
分
子
素
材
で

あ
る
ア
ラ
ミ
ド
繊
維
原
料
の
製
造
お
よ
び
販
売
を
２
つ

の
大
き
な
事
業
の
柱
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
子
会
社
と

し
て
２
０
１
６
年
に
タ
イ
で
設
立
さ
れ
た
の
が
当
社

で
、
こ
の
た
び
グ
ル
ー
プ
海
外
初
と
な
る
工
場
を
東
部

ラ
ヨ
ー
ン
県
の
Ｗ
Ｈ
Ａ
イ
ー
ス
タ
ン
工
業
団
地
マ
プ
タ

プ
ッ
ト
（
旧
名
ヘ
マ
ラ
ー
ト
イ
ー
ス
タ
ン
工
業
団
地
）

に
開
設
し
ま
し
た
。

　

全
敷
地
面
積
は
11
ラ
イ
（
１
ラ
イ
＝
１
６
０
０

㎡
）
。
こ
こ
で
ま
ず
、
年
間
４
０
０
０
ト
ン
の
ア
ラ
ミ

ド
繊
維
原
料
イ
ソ
フ
タ
ル
酸
ク
ロ
リ
ド
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
）
の

生
産
が
可
能
な
第
１
工
場
を
18
年
９
月
に
稼
働
さ
せ
ま

し
た
。
生
産
さ
れ
た
約
半
量
を
タ
イ
国
内
の
日
系
ア
ラ

ミ
ド
繊
維
メ
ー
カ
ー
に
納
め
る
ほ
か
、
残
り
を
欧
米
市

場
な
ど
に
出
荷
す
る
予
定
で
す
。
２
年
後
の
20
年
末
を

目
標
に
第
２
工
場
を
操
業
さ
せ
る
計
画
で
、
こ
ち
ら
で

は
同
じ
ア
ラ
ミ
ド
繊
維
原
料
の
テ
レ
フ
タ
ル
酸
ク
ロ
リ

ド
（
Ｔ
Ｐ
Ｃ
）
４
０
０
０
ト
ン
（
年
間
）
を
製
造
す
る

事
業
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

　

ア
ラ
ミ
ド
繊
維
は
60
年
代
に
開
発
さ
れ
た
ス
ー
パ
ー

繊
維
の
一
つ
で
、
強
度
や
耐
久
性
、
衝
撃
吸
収
性
に
優

れ
、
そ
れ
で
い
て
軽
量
な
た
め
扱
い
が
簡
単
な
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
通
電
性
を
持
た
ず
に
磁
化

も
せ
ず
電
波
を
通
過
さ
せ
る
の
で
、
電
流
や
磁
界
の
影

響
を
受
け
や
す
い
構
造
物
で
も
使
用
可
能
な
ほ
か
、
電

波
の
反
射
に
よ
る
悪
影
響
を
受
け
ず
に
済
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
う
し
た
優
れ
た
特
性
か
ら
防
火
服
、
防
火

カ
ー
テ
ン
、
防
弾
チ
ョ
ッ
キ
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
海
底
テ

ー
ブ
ル
、
タ
イ
ヤ
の
補
強
材
、
プ
リ
ン
ト
基
板
な
ど
幅

広
い
分
野
で
活
用
が
な
さ
れ
、
今
後
も
さ
ら
な
る
応
用

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

タ
イ
を
ハ
ブ
と
し
た
陸
ア
セ
ア
ン
に
は
自
動
車
や
電

気
を
中
心
に
多
彩
多
様
な
産
業
が
集
積
し
、
道
路
や
鉄

道
な
ど
の
陸
路
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
地

政
学
的
な
特
徴
か
ら
今
後
も
周
辺
国
と
一
体
と
な
っ
た

高
い
成
長
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
タ
イ
政
府
も
精
密

機
器
や
医
療
・
化
学
と
い
っ
た
高
付
加
価
値
産
業
の
育

成
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
（
精
製

さ
れ
た
純
度
の
高
い
化
学
原
料
）
な
ど
の
素
材
市
場
に

も
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の

中
で
の
当
社
タ
イ
工
場
の
操
業
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

山
梨
了
志
社
長
は
「
タ
イ
工
場
を
ア
ジ
ア
に
お
け
る
当

社
化
成
品
事
業
の
重
要
拠
点
と
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

　

世
界
の
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
市
場
は
今
、
空
前
の
活

況
に
沸
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
有
力
な
フ
ァ
イ
ン
ケ

ミ
カ
ル
の
供
給
元
だ
っ
た
中
国
で
化
学
規
制
が
強
化
さ

れ
、
６
割
も
の
中
国
企
業
が
操
業
停
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
の
で
す
。
化
学
製
品
の
生
産
に
は
多
量
の
水
を
必

要
と
し
て
お
り
、
環
境
保
護
の
観
点
か
ら
十
分
な
排
水

施
設
を
持
た
な
い
こ
れ
ら
中
国
企
業
が
問
題
と
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
ま
ま
再
開
で
き
ず
に
廃
業
と
な
る
可
能
性

が
高
く
、
そ
れ
を
見
越
し
た
世
界
中
の
化
学
メ
ー
カ
ー

か
ら
の
引
き
合
い
が
当
社
な
ど
の
素
材
メ
ー
カ
ー
に
寄

せ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

当
社
グ
ル
ー
プ
の
売
上
高
は
18
年
見
込
み
で
約
75
億

円
。
３
年
後
に
は
１
０
０
億
円
を
超
え
る
見
通
し
で

す
。
全
売
上
高
に
占
め
る
海
外
分
は
近
年
50
％
を
超
え

て
推
移
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
18
年
見
込
み
で
は
48
％
程

度
ま
で
下
が
る
予
想
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
国
内
市

場
が
好
調
な
今
だ
か
ら
こ
そ
ア
ジ
ア
に
重
要
拠
点
を
構

え
る
絶
好
の
機
会
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

タ
イ
工
場
の
あ
る
ラ
ヨ
ー
ン
県
マ
プ
タ
プ
ッ
ト
は
、
石

油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
立
ち
並
ぶ
タ
イ
で
も
有
数
の

石
化
産
業
の
中
心
地
で
す
。
原
料
の
現
地
調
達
も
問
題

な
く
可
能
で
、
進
出
に
迷
い
は
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

タ
イ
工
場
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
Ｗ
Ｈ
Ａ
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ア
ル
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
株
式
会
社
が
全
面

協
力
し
ま
し
た
。
イ
ー
ス
タ
ン
工
業
団
地
マ
プ
タ
プ
ッ

ト
は
港
湾
施
設
に
近
い
と
い
う
立
地
を
活
か
し
て
お

り
、
石
化
事
業
を
展
開
す
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
が
十
分

に
整
っ
て
い
ま
す
。
地
盤
も
強
固
で
、
水
の
品
質
が
良

い
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
主
要
道
と
の
ア
ク
セ

ス
も
良
く
、
ワ
ー
カ
ー
の
雇
用
に
も
困
り
ま
せ
ん
。
当

社
を
含
め
多
く
の
入
居
企
業
か
ら
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

「
施
設
も
申
し
分
な
か
っ
た
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に

Ｗ
Ｈ
Ａ
側
の
ス
タ
ッ
フ
に
親
身
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
に
感
謝
で
す
」
と
話
す
の
は
現
地
に
駐
在
し
て
タ

イ
法
人
を
率
い
て
い
く
金
子
敏
明
ダ
イ
レ
ク
タ
ー
で

す
。
日
本
語
で
の
対
応
、
ス
ム
ー
ズ
な
建
築
許
可
申

請
、
現
地
住
民
向
け
説
明
会
の
実
施
な
ど
を
例
に
挙
げ

て
い
ま
し
た
。
「
安
心
し
て
仕
事
に
集
中
で
き
た
こ
と

が
何
よ
り
も
一
番
。
こ
れ
か
ら
も
お
世
話
に
な
り
た

い
」
と
感
想
を
語
っ
て
い
ま
す
。

B
O
I
が
投
資
奨
励
制
度
で

E
E
C
の
イ
ン
フ
ラ
開
発
を
支
援
へ

　

タ
イ
の
投
資
委
員
会
（
B
O
I
）
は

東
部
経
済
回
廊
（
E
E
C
）
の
具
体
的

な
開
発
を
促
進
す
る
た
め
に
ウ
タ
パ
オ

空
港
の
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
3
お
よ
び

デ
ジ
タ
ル
パ
ー
ク
・
タ
イ
ラ
ン
ド

（
E
E
C
d
）
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
落

札
企
業
を
投
資
奨
励
制
度
の
対
象
と
す

る
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
E
E
C
の
主
要
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
6
件
の
う
ち
の
2
件
で
す
。 

　

こ
れ
ら
2
件
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開

発
に
向
け
て
2
0
1
8
年
末
ま
で
に
入

札
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
B
O
I
は
こ

の
入
札
に
多
数
の
投
資
家
を
引
き
付
け

る
た
め
に
投
資
恩
典
を
提
供
す
る
決
定

を
下
し
ま
し
た
。
投
資
奨
励
制
度
は
投

資
家
の
信
頼
感
と
成
功
可
能
性
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

　

こ
れ
ら
2
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
完

成
す
る
と
地
域
の
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
ハ

ブ
と
し
て
E
E
C
の
発
展
を
促
進
す
る

と
共
に
タ
イ
経
済
の
変
革
を
目
指
す
政

府
の
計
画
を
推
進
す
る
上
で
重
要
な
役

割
を
果
た
し
ま
す
。 

 

ウ
タ
パ
オ
空
港
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
3
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
落
札
者
は
機
械
類

の
輸
入
税
が
非
課
税
と
な
る
ほ
か
、
法

人
税
（
C
I
T
）
も
8
年
間
免
除
さ
れ

ま
す
。
開
発
企
業
が
教
育
機
関
と
協
力

し
て
人
的
資
源
の
開
発
を
行
う
場
合
、

B
O
I
は
E
E
C
投
資
奨
励
制
度
に
基

づ
い
て
さ
ら
に
3
年
間
に
わ
た
り

C
I
T
を
50
％
減
免
す
る
優
遇
措
置
を

講
じ
ま
す
。 

　

ウ
タ
パ
オ
空
港
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
3
は

エ
ア
ロ
ト
ロ
ポ
リ
ス
開
発
計
画
の
一
部

で
す
。
エ
ア
ロ
ト
ロ
ポ
リ
ス
計
画
は
官

民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
方
式
で
進
め
ら

れ
て
お
り
71
億
ド
ル
（
2,
3
3
0
億

バ
ー
ツ
）
を
投
じ
て
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル

3
を
建
設
し
て
現
在
5
0
0
万
人
の
旅

客
処
理
能
力
を
2
0
3
3
年
に
は

2,
2
0
0
万
人
に
高
め
ま
す
。
ま
た
、

航
空
機
の
発
着
可
能
回
数
も
現
在
の
年

間
2
万
5,
0
0
0
便
か
ら
2
0
3
3

年
ま
で
に
12
万
便
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
完
成
時
に
は
新
た
な
旅

客
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
貨
物
ゾ
ー
ン
、
貨
物

＆
物
流
ビ
レ
ッ
ジ
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
、
M
R
O
ゾ
ー
ン
、
お

よ
び
航
空
訓
練
セ
ン
タ
ー
が
整
備
さ
れ

ま
す
。  

　

エ
ア
ロ
ト
ロ
ポ
リ
ス
の
開
発
が
具
体

化
し
て
い
る
の
に
合
わ
せ
て
政
府
は
道

路
、
鉄
道
、
海
路
お
よ
び
航
空
の
シ
ー

ム
レ
ス
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

す
べ
く
他
の
イ
ン
フ
ラ
開
発
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
イ
ン
フ
ラ
開
発

に
は
ド
ン
ム
ア
ン
、ス
ワ
ン
ナ
プ
ー
ム
、

ウ
タ
パ
オ
の
3
空
港
を
結
ぶ
6
8
億
ド

ル
（
2,
2
4
0
億
バ
ー
ツ
）
の
高
速

鉄
道
の
建
設
レ
ム
チ
ャ
バ
ン
港
の
コ
ン

テ
ナ
処
理
能
力
を
年
間
7
7
0
万

T
E
U
か
ら
1
8
1
0
万
T
E
U
に
拡

大
す
る
47
億
ド
ル（
1,
5
5
0
億
バ
ー

ツ
）
の
同
港
第
3
期
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
お
よ
び
マ
プ
タ
プ
ッ
ト
港
の
貨
物

（
石
油
化
学
製
品
お
よ
び
天
然
ガ
ス
）

処
理
能
力
を
1,
9
0
0
万
ト
ン
増
加

さ
せ
る
3
億
6
0
0
万
ド
ル
（
1
0
1

億
バ
ー
ツ
）
の
同
港
第
3
期
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
含
ま
れ
ま
す
。 

　

ウ
タ
パ
オ
空
港
、
高
速
鉄
道
、
レ
ム

チ
ャ
バ
ン
港
、
マ
プ
タ
プ
ッ
ト
工
業
港

お
よ
び
M
R
O
セ
ン
タ
ー
の
開
発
は
入

札
プ
ロ
セ
ス
を
40
か
月
か
ら
8
〜
10
か

月
に
短
縮
す
る
官
民
参
加

（Public-Private-Participation: 
PPP

）
早
期
着
工
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。 

　

デ
ジ
タ
ル
パ
ー
ク
・
タ
イ
ラ
ン
ド

（
E
E
C
d
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
落
札

者
に
対
し
て
は
B
O
I
は
機
械
類
の
輸

入
税
を
非
課
税
と
す
る
ほ
か
C
I
T
も

8
年
間
免
税
と
す
る
優
遇
措
置
を
講
じ

ま
す
。
人
的
資
源
を
開
発
す
る
た
め
に

教
育
機
関
と
協
力
を
行
う
投
資
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
場
合
は
税
制
上
の
優
遇
措

　

産
業
界
は
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4
・

0
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
て
新
た

な
時
代
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
の
は
、

モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
I
o
T
）

に
よ
る
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
と
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
技
術
の
融
合
で
す
。
こ
の
コ
ン

バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
は
機
械
、
装
置
、
生
産

設
備
か
ら
成
る
、
統
合
さ
れ
た
イ
ン
テ

リ
ジ
ェ
ン
ト
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
み

出
し
し
ま
す
。

　
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4
・
0
」
の
要

点
は
機
械
と
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
/
オ
ー
ト

メ
ー
シ
ョ
ン
の
接
続
性
で
あ
り
そ
れ
に

よ
り
情
報
と
リ
ソ
ー
ス
の
共
有
が
実
現

し
ま
す
。
そ
の
結
果
、「
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
4
・
0
」
に
関
連
す
る
要
素
は
、

自
動
運
転
、
柔
軟
性
お
よ
び
適
応
性
な

ど
の
要
因
に
よ
り
、
大
幅
に
高
度
化
し

ま
す
が
こ
れ
ら
の
要
因
は
す
べ
て
製
造

業
に
適
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
が
奏
功

し
て
製
造
部
門
の
効
率
が
高
ま
り
、
環

境
に
優
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
慣
行
に
よ
っ
て

資
源
の
消
費
量
と
廃
棄
物
の
削
減
が
進

み
最
終
的
に
は
国
の
競
争
力
が
高
ま
り

ま
す
。

　

タ
イ
は
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
使
用

台
数
で
世
界
10
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
密
度
比

で
は
世
界
平
均
よ
り
は
る
か
に
低
い
レ

ベ
ル
に
甘
ん
じ
て
い
ま
す
。
2
0
1
7

年
国
際
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
連
盟
報
告
書
に

よ
る
と
タ
イ
の
ロ
ボ
ッ
ト
密
度
は
労
働

者
1
万
人
あ
た
り
ロ
ボ
ッ
ト
45
台
で
、

世
界
平
均
の
74
台
と
は
大
き
な
開
き
が

あ
り
ま
す
。  

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
内

で
は
、
韓
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
日
本

が
そ
れ
ぞ
れ
6
3
1
台
、
4
8
8
台
、

3
0
3
台
で
、
最
も
高
い
比
率
に
な
っ

て
い
ま
す
。
タ
イ
の
ロ
ボ
ッ
ト
密
度
が

低
い
要
因
の
1
つ
は
タ
イ
の
労
働
者
に

ロ
ボ
ッ
ト
操
作
技
能

が
欠
け
て
い
る
こ
と

で
す
。
こ
の
技
能
は

製
造
業
界
で
ロ
ボ
ッ

ト
を
利
用
す
る
上
で

必
要
不
可
欠
で
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
を
製
造
す

る
国
や
ロ
ボ
ッ
ト
密

度
が
高
い
国
に
お
い

て
は
労
働
力
市
場
も

重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は

こ
れ
ら
の
国
々
が
大

規
模
な
S
T
E
M
（Science

、

T
echnology

、E
ngineering

、
M
athem

atics

）
労
働
力
を
有
し
て

い
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
ま
た
、
ロ

ボ
ッ
ト
を
輸
入
し
て
い
る
国
々
で
は
、

ロ
ボ
ッ
ト
や
機
械
の
操
作
に
必
要
と

な
る
、
優
れ
た
英
語
能
力
を
労
働
者

が
備
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。  

　

さ
ら
に
タ
イ
は
社
会
の
老
齢
化
と
賃

金
の
上
昇
の
た
め
に
労
働
力
不
足
に
陥

る
可
能
性
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
ロ

ボ
ッ
ト
と
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス

テ
ム
の
利
用
に
関
連
す
る
コ
ス
ト
も
、

技
術
の
進
歩
に
伴
っ
て
低
下
す
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
る
た
め
国
内
の
企
業
家
も

長
期
的
に
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
る

た
め
に
労
働
者
の
代
わ
り
に
ロ
ボ
ッ
ト

や
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト

と
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
が

労
働
力
市
場
に
及
ぼ
す
影
響
は
無
視
す

る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
タ

イ
の
ほ
と
ん
ど
の
業
界
が
現
在
も
人
間

労
働
に
頼
っ
て
い
る
た
め
で
す
。
こ
の

こ
と
は
、「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
2
・
0

お
よ
び
3
・
0
」
の
時
代
に
は
生
産
面

で
他
国
と
競
争
す
る
上
で
タ
イ
に
有
利

に
働
き
ま
し
た
。
し
か
し
優
れ
た
管
理

計
画
な
し
に
、
こ
の
状
態
が
続
い
た
場

合
技
能
の
低
い
労
働
者
は
、
や
が
て
は

効
率
の
高
い
ロ
ボ
ッ
ト
や
シ
ス
テ
ム
に

置
き
換
え
ら
れ
て
し
ま
う
た
め
、
就
業

者
と
失
業
者
間
の
収  

入
格
差
が
拡
大

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

公
的
部
門
と
民
間
部
門
は
こ
の
影
響

を
和
ら
げ
る
た
め
に
一
致
協
力
し
技
能

向
上
や
再
訓
練
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
、

タ
イ
の
労
働
力
市
場
で
需
要
が
多
い
ロ

ボ
テ
ィ
ク
ス
、
ま
た
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

工
学
、
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
工
学
な
ど
、

そ
の
他
の
関
連
分
野
の
学
士
、
修
士
、

博
士
の
学
位
を
持
つ
質
の
高
い
専
門
家

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
グ
ル
ー
プ
最
高
経
営
責
任
者
、

                           　
　

ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン

E
E
C
と
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4.0

E
E
C
と
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4.0

WHAグループが第1回英語短期集中講座を開催

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ

は
、
子
供
た
ち
の
教

育
へ
の
確
固
た
る
支

援
と
し
て
、
教
育
体

験
の
質
を
高
め
る
た

め
の
多
種
多
様
な
活

動
を
通
じ
て
近
隣
の

地
域
社
会
の
学
校
、

教
師
お
よ
び
生
徒
た

ち
の
様
々
な
ニ
ー
ズ

に
、
積
極
的
に
対
応

し
て
き
ま
し
た
。
弊
社
は
資
材
や
金
銭
的
な
支
援
以

外
に
学
童
と
教
師
の
双
方
に
対
し
視
野
と
知
識
を
広

げ
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

子
供
た
ち
が
英
語
で
意
思
疎
通
を
図
る
能
力
の
開

発
は
当
初
よ
り
W
H
A
の
優
先
事
項
の
1
つ
だ
っ
た

た
め
弊
社
は
今
日
の
若
者
が
新
た
な
機
会
を
探
求
し

将
来
良
い
仕
事
を
得
る
た
め
の
適
切
な
ツ
ー
ル
を
確

実
に
身
に
付
け
る
上
で
役
立
つ「A

dopt-a-School

」、

教
師
向
け
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
活
動
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

若
い
教
師
た
ち
が
生
徒
向
け
の

英
語
短
期
集
中
講
座
で
語
学
技
能
を
指
導

　

英
語
短
期
集
中
講
座
（English Boot Cam

p

）
は
、

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
の
シ
ヤ
パ
ス
・

チ
ャ
ン
タ
チ
ャ
イ
ロ
ー
ト
法
人
マ
ー
ケ
テ
イ
ン
グ
担

当
取
締
役
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
よ
っ
て
今
年
の
8
月

に
実
施
さ
れ
教
室
の
外
で
言
語
を
学
ぶ
と
い
う
新
鮮

な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
試
み
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
は
グ
レ
ー

ス
先
生
と
フ
ラ
ン
先
生
と
い
う
2
人
の
若
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
教
師
が
英
語
の
技
能
を
生
か
し
て
タ
イ
の
学

期
休
み
の
間
に
チ
ョ
ン
ブ
リ
県
の
バ
ン
・
カ
オ
・
ヒ

ン
学
校
で
楽
し
く
学
ぶ
活
動
の
指
導
に
あ
た
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
短
期
集
中
講
座
は
2
日
間
に
わ
た

る
も
の
で
W
H
A
チ
ー
ム
と
若
い
教
師
た
ち
が
P
5

と
P
6
の
学
年
の
生
徒
約
1
5
0
名
を
い
く
つ
か
の

グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、
学
習
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
様
々
な
種
類
の
実
際
的
な
ゲ
ー
ム
と
教

育
的
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し
み
な
が
ら
無
理
な

く
学
習
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ム
と
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
簡
単
で
誰
も
が
楽

し
め
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
お
り
子
供
た
ち
は
日
常

的
な
場
面
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
実
践
的
な

方
法
で
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
を
身
に
付
け
ま
し
た
。
主

要
な
テ
ー
マ
の
1
つ
で
あ
る
「
料
理
」
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
で
は
、
子
供
た
ち
が
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
な
ど
の

軽
食
を
作
り
な
が
ら
料
理
や
材
料
の
名
前
を
学
び
ま

し
た
。「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
は
、

果
物
、
食
品
、
学
用
品
な
ど
日
常
生
活
で
使
う
品
々

を
正
し
い
語
句
や
文
章
を
使
っ
て
購
入
す
る
こ
と
に

よ
り
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
を
豊
か
に
す
る
練
習
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、「M

y D
ream

」と
い
う
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
で
は
子
供
た
ち
が
教
師
、
看
護
師
、
医
者
な

ど
様
々
な
職
業
を
表
す
絵
の
絵
合
わ
せ
を
楽
し
み
ま

し
た
。
教
師
は
子
供
た
ち
が
こ
の
ゲ
ー
ム
を
進
め
な

が
ら
言
葉
で
自
分
の
気
持
ち
や
考
え
を
表
現
し
認
知

地域の学校の生徒が対象

技
能
を
高
め
る
よ
う
に
指
導
し
ま
し
た
。
す
べ
て
の

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
通
じ
、
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
と
文

法
に
加
え
て
自
己
表
現
と
認
知
技
能
に
重
点
が
置
か

れ
ま
し
た
。

　

最
も
楽
し
い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
1
つ
は
英
語
で

指
示
し
た
り
、
そ
の
指
示
に
従
っ
た
り
す
る
方
法
を

学
ぶ
ゲ
ー
ム
で
し
た
。
子
供
た
ち
は
い
く
つ
か
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
メ
ン
バ
ー
の
1
人
に
目
隠
し
を

し
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
が
「
ゴ
ー
ル
ラ
イ
ン
」
に
た
ど

り
着
け
る
よ
う
に
指
示
を
与
え
ま
し
た
。 

　

一
人
ひ
と
り
の
生
徒
に
は
、
W
H
A
チ
ー
ム
が
用

意
し
た
小
冊
子
が
配
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
小
冊
子
に

は
、
そ
の
日
に
学
ん
だ
内
容
を
手
短
に
ま
と
め
て
復

習
す
る
た
め
の
英
語
の
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

シ
ヤ
パ
ス
取
締
役
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

「
初
級
レ
ベ
ル
で
も
英
語
で
意
思
の
疎
通
が
可
能
で
あ

れ
ば
他
の
人
よ
り

有
利
で
あ
り
、
成

功
す
る
機
会
の
獲

得
に
つ
な
が
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
W
H
A
英
語

短
期
集
中
講
座
の

目
的
は
子
供
た
ち

が
英
語
で
の
や
り

取
り
に
抵
抗
を
感

じ
な
く
な
り
自
分

自
身
を
表
現
す
る

方
法
を
学
べ
る

よ
う
に
す
る
こ

と
で
す
。
教
師

は
楽
し
気
な
雰

囲
気
の
中
で
興

味
を
そ
そ
る
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
実
施
し
て
子

供
た
ち
の
や
る

気
を
引
き
出
し

ボ
キ
ャ
ブ
ラ

リ
ー
を
豊
か
に

し
た
り
文
法
力

を
伸
ば
し
た
り
し
て
、
意
思
疎
通
を
図
る
能
力
を
高

め
る
手
助
け
を
し
ま
す
。
W
H
A
は
子
供
た
ち
が
英

語
で
意
思
疎
通
を
図
れ
る
よ
う
に
な
り
人
生
で
よ
り

良
い
機
会
を
得
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
教

育
は
私
た
ち
の
日
常
生
活
の
重
要
な
要
因
で
あ
り
近

隣
の
地
域
社
会
の
子
供
た
ち
を
支
援
す
る
上
で
特
に

重
要
な
分
野
で
す
。」

　

教
室
の
枠
を
超
え
た
学
習
体
験
は
聴
解
力
、
読
解

力
、
作
文
力
を
若
者
に
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
の
優

れ
た
方
法
で
す
。
地
域
の
関
係
者
と
の
間
で
持
続
可

能
な
関
係
を
構
築
す
る
と
い
う
目
標
達
成
を
目
指
し

W
H
A
は
自
社
の
工
業
団
地
近
隣
に
あ
る
学
校
に

と
っ
て
不
可
欠
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
り
子
供
た
ち
が

よ
り
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
そ
れ
と
同
時
に
学
習
体

験
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
学
習
を
支
援
す

べ
く
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

を
養
成
す
る
た
め
の
教
育
分
野
で
の
支

援
の
提
供
な
ど
の
方
策
を
見
つ
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、「
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4
・
0
」
の
時
代
に
失

業
率
を
低
下
さ
せ
そ
れ
と
同
時
に
国
の

生
産
性
を
高
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

置
が
さ
ら
に
4
年
間
延
長
さ
れ
ま
す
。 

　

E
E
C
d
は
こ
の
地
域
に
お
け
る
デ

ジ
タ
ル
産
業
と
投
資
の
中
心
と
な
り
、

「
タ
イ
ラ
ン
ド
4
・
0
」
政
策
に
よ
る

変
革
を
加
速
さ
せ
る
商
業
的
デ
ジ
タ

ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
E
E
C
d
は

タ
イ
を
こ
の
地
域
の
デ
ジ
タ
ル
・
ビ
ジ

ネ
ス
分
野
に
お
け
る
貿
易
と
投
資
の
ハ

ブ
に
す
る
上
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た

し
ま
す
。
E
E
C
d
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

す
る
業
種
に
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
、

デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
、
デ
ジ
タ
ル
パ
ー

ク
、デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン

タ
ー
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
、
研
究
開

発
お
よ
び
関
連
サ
ー
ビ
ス
が
含
ま
れ
ま

す
。 

　

デ
ジ
タ
ル
パ
ー
ク
・
タ
イ
ラ
ン
ド
は

高
速
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ

な
ど
の
革
新
的
な
イ
ン
フ
ラ
、
お
よ
び

事
業
活
動
を
支
援
す
る
そ
の
他
の
設
備

を
含
む
総
合
的
な
デ
ジ
タ
ル
・
イ
ン
フ

ラ
を
備
え
た
施
設
と
な
り
ま
す
。「
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
と
し
て
建
設
さ
れ
る

E
E
C
d
は
顔
認
識
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ

ス
テ
ム
、
ス
マ
ー
ト
水
道
シ
ス
テ
ム
、

5
G
試
行
エ
リ
ア
な
ど
の
先
進
的
な
デ

ジ
タ
ル
シ
ス
テ
ム
を
完
備
し
ま
す
。

   

（Source : w
w
w
.boi.go.th
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Iharanikkei Chemical (Thailand) Co., Ltd.
繊維原料など化学製品の製造販売

Hitachi Transport System Vantec (Thailand), Ltd.
総合物流業

ヘマラートで更なる飛躍を目指す企業

あらゆる物流の最適化をご提案
拡大するタイのEC事業も照準

海外初の工場をWHAイースタン工業団地に開設
２年後に第２工場の稼働も目指す

　

日
立
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
・
バ
ン
テ
ッ

ク
・
タ
イ
ラ
ン
ド
は
日
本
の
物
流
大
手
「
日
立
物

流
」
の
タ
イ
に
お
け
る
現
地
法
人
で
す
。
モ
ノ
づ
く

り
の
「
日
立
製
作
所
」
が
グ
ル
ー
プ
の
母
体
と
な
っ

て
い
る
だ
け
あ
っ
て
工
場
設
備
や
物
資
、
製
品
を
送

り
届
け
る
と
い
う
荷
主
側
の
立
場
に
立
っ
た
き
め
の

細
か
い
サ
ー
ビ
ス
を
得
意
と
し
て
い
ま
す
。

　

海
外
展
開
と
し
て
は
1
9
7
6
年
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

に
初
め
て
の
現
地
法
人
を
設
立
し
ま
し
た
。
タ
イ
進

出
は
1
9
8
9
年
で
2
0
1
6
年
か
ら
は
ク
ロ
ス
ボ

ー
ダ
ー
混
載
輸
送
サ
ー
ビ
ス
も
ス
タ
ー
ト
。
ベ
ト
ナ

ム
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど
の
現
地
子
会
社
と
の
連
携
に

よ
る
事
業
拡
大
な
ど
成
長
す
る
東
南
ア
ジ
ア
市
場
を

重
要
な
戦
略
拠
点
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

当
社
の
事
業
は
大
き
く
3
つ
に
分
か
れ
ま
す
。　

一
つ
目
が
「
重
量
機
工
事
業
」
。
1
9
5
0
年
の
創

業
期
か
ら
手
が
け
て
い
る
中
核
事
業
で
発
電
所
や
各

種
プ
ラ
ン
ト
な
ど
の
搬
送
か
ら
据
え
付
け
ま
で
難
度

の
高
い
輸
送
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
豊
富
で
多
層

的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
と
最
新
鋭
の
特
殊
機
材
を
使
用
し
安

全
確
実
に
お
客
様
の
元
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
が
「
フ
レ
イ
ト
フ
ォ
ワ
ー
デ
ィ
ン
グ
事

業
」
で
す
。
航
空
輸
送
、
海
上
輸
送
、
ク
ロ
ス
ボ
ー

ダ
ー
輸
送
と
現
代
の
物
流
化
は
複
雑
を
極
め
て
お
り

困
難
な
国
際
輸
送
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
社
は

世
界
各
地
に
巨
大
な
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
て
お
り
そ
の
拠
点
は
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
な
ど

約
1
0
0
社
計
4
0
0
拠
点
に
上
り
ま
す
。
こ
う
し

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
フ
ル
稼
働
し
て
通
関
や
法
規
制

対
応
に
至
る
ま
で
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
日
本
語
で

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
紹
介
す
る
の
が
物
流
全
体
の
最
適
化
・
効

率
化
を
実
現
す
る
た
め
の
「
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
事
業
」
（
3
P
L
）
で
す
。
現
代
の
物

流
は
倉
庫
で
の
保
管
か
ら
輸
送
、
荷
役
、
輸
出
入
、

物
流
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
至
る
ま
で
そ
の
ニ
ー

ズ
、
サ
ー
ビ
ス
は
実
に
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
と
こ

ろ
が
全
て
の
荷
主
様
が
あ
ら
ゆ
る
業
務
部
門
を
社
内

に
備
え
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
う
と

も
な
る
と
膨
大
な
コ
ス
ト
を
負
担
し
な
く
て
は
な
ら

な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
昨
今
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
の
が
3
P
L
な
の
で
す
。
企
業
各

社
が
業
務
と
し
て
か
か
え
る
物
流
部
門
に
つ
い
て
、

第
三
者
企
業
に
委
託
す
る
と
い
う
業
務
形
態
を
指
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
委
託
企
業
は
持
ち
う
る
リ
ソ

ー
ス
を
効
率
よ
く
他
の
主
要
業
務
に
割
り
振
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
一
方
、
受
託
す
る
企
業
は
持
ち
う
る

ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
っ
て
倉
庫
の
配
置
か
ら
輸
送
方
法
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
ま
で
あ
ら
ゆ
る
物
流
の

最
適
化
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

タ
イ
の
市
場
は
消
費
が
拡
大
し
て
お
り
そ
れ
に
伴

う
物
流
も
進
歩
を
続
け
て
い
ま
す
。
中
で
も
当
社
が

注
目
す
る
の
が
E
C
（
電
子
商
取
引
）
市
場
で
す
。

あ
る
統
計
で
は
年
間
で
13
％
も
成
長
し
て
い
る
と
い

い
企
業
各
社
も
魅
力
あ
る
市
場
で
勝
ち
残
る
た
め
に

優
良
な
物
流
を
求
め
て
い
ま
す
。
当
社
は
自
前
で
は

倉
庫
を
借
り
ら
れ
な
い
あ
る
い
は
配
送
手
段
を
持
た

な
い
企
業
な
ど
に
対
し
最
適
な
提
案
を
行
っ
て
こ
の

流
れ
を
支
え
て
い
く
考
え
で
す
。
自
社
サ
イ
ト
を
使

う
な
ど
し
た
非
モ
ー
ル
型
の
E
C
市
場
の
需
要
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
で
タ
イ
は
日
本
と
同
様
に
労
働
人
口
が
減
少

を
始
め
て
お
り
働
き
手
の
不
足
は
物
流
業
界
で
も
深

刻
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
当
社
は
省
人

化
の
技
術
を
駆
使
し
、
い
ち
早
く
ロ
ボ
ッ
ト
化
や
自

動
化
な
ど
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
場
の
変
化
を
汲
む
こ
と
で
新
た
な
物
流
の
需
要
に

も
応
え
て
い
き
ま
す
。

　

2
0
1
2
年
に
本
社
を
移
転
し
た
際
お
世
話
に
な

っ
た
の
が
W
H
A
グ
ル
ー
プ
で
す
。
当
社
の
拠
点
戦

略
に
合
っ
た
ご
提
案
を
い
た
だ
き
そ
の
親
切
丁
寧
な

姿
勢
に
も
好
感
が
持
て
て
お
取
引
を
始
め
ま
し
た
。

物
流
業
は
あ
る
意
味
で
特
殊
な
業
界
で
す
。
そ
の
特

殊
性
を
適
切
に
把
握
さ
れ
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い

た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

ラ
ム
ル
ッ
カ
に
あ
る
当
社
物
流
セ
ン
タ
ー
を
め
ぐ

っ
て
は
屋
上
に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
ご
提

案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
を
使
う
物
流
企

業
に
と
っ
て
地
球
環
境
問
題
は
避
け
て
通
れ
な
い
重

要
な
課
題
で
す
。
会
社
と
し
て
の
環
境
保
護
指
針
も

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
の
省
電
力
化
は
当
社
に

と
っ
て
願
っ
て
も
な
い
申
し
出
で
と
な
り
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
タ
イ
社
会
の
一
員
と
し
て
大
切
な
職

責
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
系
の
化
学
薬
品
メ
ー
カ
ー
「
ク
ミ
ア
イ
化
学
工

業
」
（
東
京
）
傘
下
の
化
学
製
品
製
造
販
売
業
「
イ
ハ

ラ
ニ
ッ
ケ
イ
化
学
株
式
会
社
」
は
１
９
７
９
年
、
静
岡

県
清
水
市
（
現
静
岡
市
清
水
区
）
で
誕
生
し
ま
し
た
。

殺
菌
剤
や
除
草
剤
な
ど
の
農
薬
生
産
と
高
分
子
素
材
で

あ
る
ア
ラ
ミ
ド
繊
維
原
料
の
製
造
お
よ
び
販
売
を
２
つ

の
大
き
な
事
業
の
柱
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
子
会
社
と

し
て
２
０
１
６
年
に
タ
イ
で
設
立
さ
れ
た
の
が
当
社

で
、
こ
の
た
び
グ
ル
ー
プ
海
外
初
と
な
る
工
場
を
東
部

ラ
ヨ
ー
ン
県
の
Ｗ
Ｈ
Ａ
イ
ー
ス
タ
ン
工
業
団
地
マ
プ
タ

プ
ッ
ト
（
旧
名
ヘ
マ
ラ
ー
ト
イ
ー
ス
タ
ン
工
業
団
地
）

に
開
設
し
ま
し
た
。

　

全
敷
地
面
積
は
11
ラ
イ
（
１
ラ
イ
＝
１
６
０
０

㎡
）
。
こ
こ
で
ま
ず
、
年
間
４
０
０
０
ト
ン
の
ア
ラ
ミ

ド
繊
維
原
料
イ
ソ
フ
タ
ル
酸
ク
ロ
リ
ド
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
）
の

生
産
が
可
能
な
第
１
工
場
を
18
年
９
月
に
稼
働
さ
せ
ま

し
た
。
生
産
さ
れ
た
約
半
量
を
タ
イ
国
内
の
日
系
ア
ラ

ミ
ド
繊
維
メ
ー
カ
ー
に
納
め
る
ほ
か
、
残
り
を
欧
米
市

場
な
ど
に
出
荷
す
る
予
定
で
す
。
２
年
後
の
20
年
末
を

目
標
に
第
２
工
場
を
操
業
さ
せ
る
計
画
で
、
こ
ち
ら
で

は
同
じ
ア
ラ
ミ
ド
繊
維
原
料
の
テ
レ
フ
タ
ル
酸
ク
ロ
リ

ド
（
Ｔ
Ｐ
Ｃ
）
４
０
０
０
ト
ン
（
年
間
）
を
製
造
す
る

事
業
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

　

ア
ラ
ミ
ド
繊
維
は
60
年
代
に
開
発
さ
れ
た
ス
ー
パ
ー

繊
維
の
一
つ
で
、
強
度
や
耐
久
性
、
衝
撃
吸
収
性
に
優

れ
、
そ
れ
で
い
て
軽
量
な
た
め
扱
い
が
簡
単
な
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
通
電
性
を
持
た
ず
に
磁
化

も
せ
ず
電
波
を
通
過
さ
せ
る
の
で
、
電
流
や
磁
界
の
影

響
を
受
け
や
す
い
構
造
物
で
も
使
用
可
能
な
ほ
か
、
電

波
の
反
射
に
よ
る
悪
影
響
を
受
け
ず
に
済
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
う
し
た
優
れ
た
特
性
か
ら
防
火
服
、
防
火

カ
ー
テ
ン
、
防
弾
チ
ョ
ッ
キ
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
海
底
テ

ー
ブ
ル
、
タ
イ
ヤ
の
補
強
材
、
プ
リ
ン
ト
基
板
な
ど
幅

広
い
分
野
で
活
用
が
な
さ
れ
、
今
後
も
さ
ら
な
る
応
用

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

タ
イ
を
ハ
ブ
と
し
た
陸
ア
セ
ア
ン
に
は
自
動
車
や
電

気
を
中
心
に
多
彩
多
様
な
産
業
が
集
積
し
、
道
路
や
鉄

道
な
ど
の
陸
路
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
地

政
学
的
な
特
徴
か
ら
今
後
も
周
辺
国
と
一
体
と
な
っ
た

高
い
成
長
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
タ
イ
政
府
も
精
密

機
器
や
医
療
・
化
学
と
い
っ
た
高
付
加
価
値
産
業
の
育

成
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
（
精
製

さ
れ
た
純
度
の
高
い
化
学
原
料
）
な
ど
の
素
材
市
場
に

も
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の

中
で
の
当
社
タ
イ
工
場
の
操
業
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

山
梨
了
志
社
長
は
「
タ
イ
工
場
を
ア
ジ
ア
に
お
け
る
当

社
化
成
品
事
業
の
重
要
拠
点
と
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

　

世
界
の
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
市
場
は
今
、
空
前
の
活

況
に
沸
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
有
力
な
フ
ァ
イ
ン
ケ

ミ
カ
ル
の
供
給
元
だ
っ
た
中
国
で
化
学
規
制
が
強
化
さ

れ
、
６
割
も
の
中
国
企
業
が
操
業
停
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
の
で
す
。
化
学
製
品
の
生
産
に
は
多
量
の
水
を
必

要
と
し
て
お
り
、
環
境
保
護
の
観
点
か
ら
十
分
な
排
水

施
設
を
持
た
な
い
こ
れ
ら
中
国
企
業
が
問
題
と
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
ま
ま
再
開
で
き
ず
に
廃
業
と
な
る
可
能
性

が
高
く
、
そ
れ
を
見
越
し
た
世
界
中
の
化
学
メ
ー
カ
ー

か
ら
の
引
き
合
い
が
当
社
な
ど
の
素
材
メ
ー
カ
ー
に
寄

せ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

当
社
グ
ル
ー
プ
の
売
上
高
は
18
年
見
込
み
で
約
75
億

円
。
３
年
後
に
は
１
０
０
億
円
を
超
え
る
見
通
し
で

す
。
全
売
上
高
に
占
め
る
海
外
分
は
近
年
50
％
を
超
え

て
推
移
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
18
年
見
込
み
で
は
48
％
程

度
ま
で
下
が
る
予
想
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
国
内
市

場
が
好
調
な
今
だ
か
ら
こ
そ
ア
ジ
ア
に
重
要
拠
点
を
構

え
る
絶
好
の
機
会
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

タ
イ
工
場
の
あ
る
ラ
ヨ
ー
ン
県
マ
プ
タ
プ
ッ
ト
は
、
石

油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
立
ち
並
ぶ
タ
イ
で
も
有
数
の

石
化
産
業
の
中
心
地
で
す
。
原
料
の
現
地
調
達
も
問
題

な
く
可
能
で
、
進
出
に
迷
い
は
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

タ
イ
工
場
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
Ｗ
Ｈ
Ａ
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ア
ル
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
株
式
会
社
が
全
面

協
力
し
ま
し
た
。
イ
ー
ス
タ
ン
工
業
団
地
マ
プ
タ
プ
ッ

ト
は
港
湾
施
設
に
近
い
と
い
う
立
地
を
活
か
し
て
お

り
、
石
化
事
業
を
展
開
す
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
が
十
分

に
整
っ
て
い
ま
す
。
地
盤
も
強
固
で
、
水
の
品
質
が
良

い
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
主
要
道
と
の
ア
ク
セ

ス
も
良
く
、
ワ
ー
カ
ー
の
雇
用
に
も
困
り
ま
せ
ん
。
当

社
を
含
め
多
く
の
入
居
企
業
か
ら
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

「
施
設
も
申
し
分
な
か
っ
た
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に

Ｗ
Ｈ
Ａ
側
の
ス
タ
ッ
フ
に
親
身
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
に
感
謝
で
す
」
と
話
す
の
は
現
地
に
駐
在
し
て
タ

イ
法
人
を
率
い
て
い
く
金
子
敏
明
ダ
イ
レ
ク
タ
ー
で

す
。
日
本
語
で
の
対
応
、
ス
ム
ー
ズ
な
建
築
許
可
申

請
、
現
地
住
民
向
け
説
明
会
の
実
施
な
ど
を
例
に
挙
げ

て
い
ま
し
た
。
「
安
心
し
て
仕
事
に
集
中
で
き
た
こ
と

が
何
よ
り
も
一
番
。
こ
れ
か
ら
も
お
世
話
に
な
り
た

い
」
と
感
想
を
語
っ
て
い
ま
す
。

B
O
I
が
投
資
奨
励
制
度
で

E
E
C
の
イ
ン
フ
ラ
開
発
を
支
援
へ

　

タ
イ
の
投
資
委
員
会
（
B
O
I
）
は

東
部
経
済
回
廊
（
E
E
C
）
の
具
体
的

な
開
発
を
促
進
す
る
た
め
に
ウ
タ
パ
オ

空
港
の
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
3
お
よ
び

デ
ジ
タ
ル
パ
ー
ク
・
タ
イ
ラ
ン
ド

（
E
E
C
d
）
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
落

札
企
業
を
投
資
奨
励
制
度
の
対
象
と
す

る
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
E
E
C
の
主
要
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
6
件
の
う
ち
の
2
件
で
す
。 

　

こ
れ
ら
2
件
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開

発
に
向
け
て
2
0
1
8
年
末
ま
で
に
入

札
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
B
O
I
は
こ

の
入
札
に
多
数
の
投
資
家
を
引
き
付
け

る
た
め
に
投
資
恩
典
を
提
供
す
る
決
定

を
下
し
ま
し
た
。
投
資
奨
励
制
度
は
投

資
家
の
信
頼
感
と
成
功
可
能
性
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

　

こ
れ
ら
2
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
完

成
す
る
と
地
域
の
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
ハ

ブ
と
し
て
E
E
C
の
発
展
を
促
進
す
る

と
共
に
タ
イ
経
済
の
変
革
を
目
指
す
政

府
の
計
画
を
推
進
す
る
上
で
重
要
な
役

割
を
果
た
し
ま
す
。 

 

ウ
タ
パ
オ
空
港
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
3
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
落
札
者
は
機
械
類

の
輸
入
税
が
非
課
税
と
な
る
ほ
か
、
法

人
税
（
C
I
T
）
も
8
年
間
免
除
さ
れ

ま
す
。
開
発
企
業
が
教
育
機
関
と
協
力

し
て
人
的
資
源
の
開
発
を
行
う
場
合
、

B
O
I
は
E
E
C
投
資
奨
励
制
度
に
基

づ
い
て
さ
ら
に
3
年
間
に
わ
た
り

C
I
T
を
50
％
減
免
す
る
優
遇
措
置
を

講
じ
ま
す
。 

　

ウ
タ
パ
オ
空
港
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
3
は

エ
ア
ロ
ト
ロ
ポ
リ
ス
開
発
計
画
の
一
部

で
す
。
エ
ア
ロ
ト
ロ
ポ
リ
ス
計
画
は
官

民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
方
式
で
進
め
ら

れ
て
お
り
71
億
ド
ル
（
2,
3
3
0
億

バ
ー
ツ
）
を
投
じ
て
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル

3
を
建
設
し
て
現
在
5
0
0
万
人
の
旅

客
処
理
能
力
を
2
0
3
3
年
に
は

2,
2
0
0
万
人
に
高
め
ま
す
。
ま
た
、

航
空
機
の
発
着
可
能
回
数
も
現
在
の
年

間
2
万
5,
0
0
0
便
か
ら
2
0
3
3

年
ま
で
に
12
万
便
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
完
成
時
に
は
新
た
な
旅

客
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
貨
物
ゾ
ー
ン
、
貨
物

＆
物
流
ビ
レ
ッ
ジ
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
、
M
R
O
ゾ
ー
ン
、
お

よ
び
航
空
訓
練
セ
ン
タ
ー
が
整
備
さ
れ

ま
す
。  

　

エ
ア
ロ
ト
ロ
ポ
リ
ス
の
開
発
が
具
体

化
し
て
い
る
の
に
合
わ
せ
て
政
府
は
道

路
、
鉄
道
、
海
路
お
よ
び
航
空
の
シ
ー

ム
レ
ス
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

す
べ
く
他
の
イ
ン
フ
ラ
開
発
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
イ
ン
フ
ラ
開
発

に
は
ド
ン
ム
ア
ン
、ス
ワ
ン
ナ
プ
ー
ム
、

ウ
タ
パ
オ
の
3
空
港
を
結
ぶ
6
8
億
ド

ル
（
2,
2
4
0
億
バ
ー
ツ
）
の
高
速

鉄
道
の
建
設
レ
ム
チ
ャ
バ
ン
港
の
コ
ン

テ
ナ
処
理
能
力
を
年
間
7
7
0
万

T
E
U
か
ら
1
8
1
0
万
T
E
U
に
拡

大
す
る
47
億
ド
ル（
1,
5
5
0
億
バ
ー

ツ
）
の
同
港
第
3
期
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
お
よ
び
マ
プ
タ
プ
ッ
ト
港
の
貨
物

（
石
油
化
学
製
品
お
よ
び
天
然
ガ
ス
）

処
理
能
力
を
1,
9
0
0
万
ト
ン
増
加

さ
せ
る
3
億
6
0
0
万
ド
ル
（
1
0
1

億
バ
ー
ツ
）
の
同
港
第
3
期
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
含
ま
れ
ま
す
。 

　

ウ
タ
パ
オ
空
港
、
高
速
鉄
道
、
レ
ム

チ
ャ
バ
ン
港
、
マ
プ
タ
プ
ッ
ト
工
業
港

お
よ
び
M
R
O
セ
ン
タ
ー
の
開
発
は
入

札
プ
ロ
セ
ス
を
40
か
月
か
ら
8
〜
10
か

月
に
短
縮
す
る
官
民
参
加

（Public-Private-Participation: 
PPP

）
早
期
着
工
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。 

　

デ
ジ
タ
ル
パ
ー
ク
・
タ
イ
ラ
ン
ド

（
E
E
C
d
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
落
札

者
に
対
し
て
は
B
O
I
は
機
械
類
の
輸

入
税
を
非
課
税
と
す
る
ほ
か
C
I
T
も

8
年
間
免
税
と
す
る
優
遇
措
置
を
講
じ

ま
す
。
人
的
資
源
を
開
発
す
る
た
め
に

教
育
機
関
と
協
力
を
行
う
投
資
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
場
合
は
税
制
上
の
優
遇
措

　

産
業
界
は
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4
・

0
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
て
新
た

な
時
代
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
の
は
、

モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
I
o
T
）

に
よ
る
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
と
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
技
術
の
融
合
で
す
。
こ
の
コ
ン

バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
は
機
械
、
装
置
、
生
産

設
備
か
ら
成
る
、
統
合
さ
れ
た
イ
ン
テ

リ
ジ
ェ
ン
ト
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
み

出
し
し
ま
す
。

　
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4
・
0
」
の
要

点
は
機
械
と
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
/
オ
ー
ト

メ
ー
シ
ョ
ン
の
接
続
性
で
あ
り
そ
れ
に

よ
り
情
報
と
リ
ソ
ー
ス
の
共
有
が
実
現

し
ま
す
。
そ
の
結
果
、「
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
4
・
0
」
に
関
連
す
る
要
素
は
、

自
動
運
転
、
柔
軟
性
お
よ
び
適
応
性
な

ど
の
要
因
に
よ
り
、
大
幅
に
高
度
化
し

ま
す
が
こ
れ
ら
の
要
因
は
す
べ
て
製
造

業
に
適
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
が
奏
功

し
て
製
造
部
門
の
効
率
が
高
ま
り
、
環

境
に
優
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
慣
行
に
よ
っ
て

資
源
の
消
費
量
と
廃
棄
物
の
削
減
が
進

み
最
終
的
に
は
国
の
競
争
力
が
高
ま
り

ま
す
。

　

タ
イ
は
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
使
用

台
数
で
世
界
10
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
密
度
比

で
は
世
界
平
均
よ
り
は
る
か
に
低
い
レ

ベ
ル
に
甘
ん
じ
て
い
ま
す
。
2
0
1
7

年
国
際
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
連
盟
報
告
書
に

よ
る
と
タ
イ
の
ロ
ボ
ッ
ト
密
度
は
労
働

者
1
万
人
あ
た
り
ロ
ボ
ッ
ト
45
台
で
、

世
界
平
均
の
74
台
と
は
大
き
な
開
き
が

あ
り
ま
す
。  

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
内

で
は
、
韓
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
日
本

が
そ
れ
ぞ
れ
6
3
1
台
、
4
8
8
台
、

3
0
3
台
で
、
最
も
高
い
比
率
に
な
っ

て
い
ま
す
。
タ
イ
の
ロ
ボ
ッ
ト
密
度
が

低
い
要
因
の
1
つ
は
タ
イ
の
労
働
者
に

ロ
ボ
ッ
ト
操
作
技
能

が
欠
け
て
い
る
こ
と

で
す
。
こ
の
技
能
は

製
造
業
界
で
ロ
ボ
ッ

ト
を
利
用
す
る
上
で

必
要
不
可
欠
で
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
を
製
造
す

る
国
や
ロ
ボ
ッ
ト
密

度
が
高
い
国
に
お
い

て
は
労
働
力
市
場
も

重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は

こ
れ
ら
の
国
々
が
大

規
模
な
S
T
E
M
（Science

、

T
echnology

、E
ngineering

、

M
athem

atics

）
労
働
力
を
有
し
て

い
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
ま
た
、
ロ

ボ
ッ
ト
を
輸
入
し
て
い
る
国
々
で
は
、

ロ
ボ
ッ
ト
や
機
械
の
操
作
に
必
要
と

な
る
、
優
れ
た
英
語
能
力
を
労
働
者

が
備
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。  

　

さ
ら
に
タ
イ
は
社
会
の
老
齢
化
と
賃

金
の
上
昇
の
た
め
に
労
働
力
不
足
に
陥

る
可
能
性
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
ロ

ボ
ッ
ト
と
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス

テ
ム
の
利
用
に
関
連
す
る
コ
ス
ト
も
、

技
術
の
進
歩
に
伴
っ
て
低
下
す
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
る
た
め
国
内
の
企
業
家
も

長
期
的
に
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
る

た
め
に
労
働
者
の
代
わ
り
に
ロ
ボ
ッ
ト

や
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト

と
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
が

労
働
力
市
場
に
及
ぼ
す
影
響
は
無
視
す

る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
タ

イ
の
ほ
と
ん
ど
の
業
界
が
現
在
も
人
間

労
働
に
頼
っ
て
い
る
た
め
で
す
。
こ
の

こ
と
は
、「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
2
・
0

お
よ
び
3
・
0
」
の
時
代
に
は
生
産
面

で
他
国
と
競
争
す
る
上
で
タ
イ
に
有
利

に
働
き
ま
し
た
。
し
か
し
優
れ
た
管
理

計
画
な
し
に
、
こ
の
状
態
が
続
い
た
場

合
技
能
の
低
い
労
働
者
は
、
や
が
て
は

効
率
の
高
い
ロ
ボ
ッ
ト
や
シ
ス
テ
ム
に

置
き
換
え
ら
れ
て
し
ま
う
た
め
、
就
業

者
と
失
業
者
間
の
収  

入
格
差
が
拡
大

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

公
的
部
門
と
民
間
部
門
は
こ
の
影
響

を
和
ら
げ
る
た
め
に
一
致
協
力
し
技
能

向
上
や
再
訓
練
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
、

タ
イ
の
労
働
力
市
場
で
需
要
が
多
い
ロ

ボ
テ
ィ
ク
ス
、
ま
た
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

工
学
、
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
工
学
な
ど
、

そ
の
他
の
関
連
分
野
の
学
士
、
修
士
、

博
士
の
学
位
を
持
つ
質
の
高
い
専
門
家

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
グ
ル
ー
プ
最
高
経
営
責
任
者
、

                           　
　

ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン

E
E
C
と
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4.0

E
E
C
と
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4.0

WHAグループが第1回英語短期集中講座を開催

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ

は
、
子
供
た
ち
の
教

育
へ
の
確
固
た
る
支

援
と
し
て
、
教
育
体

験
の
質
を
高
め
る
た

め
の
多
種
多
様
な
活

動
を
通
じ
て
近
隣
の

地
域
社
会
の
学
校
、

教
師
お
よ
び
生
徒
た

ち
の
様
々
な
ニ
ー
ズ

に
、
積
極
的
に
対
応

し
て
き
ま
し
た
。
弊
社
は
資
材
や
金
銭
的
な
支
援
以

外
に
学
童
と
教
師
の
双
方
に
対
し
視
野
と
知
識
を
広

げ
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

子
供
た
ち
が
英
語
で
意
思
疎
通
を
図
る
能
力
の
開

発
は
当
初
よ
り
W
H
A
の
優
先
事
項
の
1
つ
だ
っ
た

た
め
弊
社
は
今
日
の
若
者
が
新
た
な
機
会
を
探
求
し

将
来
良
い
仕
事
を
得
る
た
め
の
適
切
な
ツ
ー
ル
を
確

実
に
身
に
付
け
る
上
で
役
立
つ「A

dopt-a-School

」、

教
師
向
け
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
活
動
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

若
い
教
師
た
ち
が
生
徒
向
け
の

英
語
短
期
集
中
講
座
で
語
学
技
能
を
指
導

　

英
語
短
期
集
中
講
座
（English Boot Cam

p

）
は
、

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
の
シ
ヤ
パ
ス
・

チ
ャ
ン
タ
チ
ャ
イ
ロ
ー
ト
法
人
マ
ー
ケ
テ
イ
ン
グ
担

当
取
締
役
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
よ
っ
て
今
年
の
8
月

に
実
施
さ
れ
教
室
の
外
で
言
語
を
学
ぶ
と
い
う
新
鮮

な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
試
み
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
は
グ
レ
ー

ス
先
生
と
フ
ラ
ン
先
生
と
い
う
2
人
の
若
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
教
師
が
英
語
の
技
能
を
生
か
し
て
タ
イ
の
学

期
休
み
の
間
に
チ
ョ
ン
ブ
リ
県
の
バ
ン
・
カ
オ
・
ヒ

ン
学
校
で
楽
し
く
学
ぶ
活
動
の
指
導
に
あ
た
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
短
期
集
中
講
座
は
2
日
間
に
わ
た

る
も
の
で
W
H
A
チ
ー
ム
と
若
い
教
師
た
ち
が
P
5

と
P
6
の
学
年
の
生
徒
約
1
5
0
名
を
い
く
つ
か
の

グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、
学
習
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
様
々
な
種
類
の
実
際
的
な
ゲ
ー
ム
と
教

育
的
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し
み
な
が
ら
無
理
な

く
学
習
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ム
と
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
簡
単
で
誰
も
が
楽

し
め
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
お
り
子
供
た
ち
は
日
常

的
な
場
面
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
実
践
的
な

方
法
で
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
を
身
に
付
け
ま
し
た
。
主

要
な
テ
ー
マ
の
1
つ
で
あ
る
「
料
理
」
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
で
は
、
子
供
た
ち
が
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
な
ど
の

軽
食
を
作
り
な
が
ら
料
理
や
材
料
の
名
前
を
学
び
ま

し
た
。「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
は
、

果
物
、
食
品
、
学
用
品
な
ど
日
常
生
活
で
使
う
品
々

を
正
し
い
語
句
や
文
章
を
使
っ
て
購
入
す
る
こ
と
に

よ
り
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
を
豊
か
に
す
る
練
習
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、「M

y D
ream

」と
い
う
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
で
は
子
供
た
ち
が
教
師
、
看
護
師
、
医
者
な

ど
様
々
な
職
業
を
表
す
絵
の
絵
合
わ
せ
を
楽
し
み
ま

し
た
。
教
師
は
子
供
た
ち
が
こ
の
ゲ
ー
ム
を
進
め
な

が
ら
言
葉
で
自
分
の
気
持
ち
や
考
え
を
表
現
し
認
知

地域の学校の生徒が対象

技
能
を
高
め
る
よ
う
に
指
導
し
ま
し
た
。
す
べ
て
の

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
通
じ
、
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
と
文

法
に
加
え
て
自
己
表
現
と
認
知
技
能
に
重
点
が
置
か

れ
ま
し
た
。

　

最
も
楽
し
い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
1
つ
は
英
語
で

指
示
し
た
り
、
そ
の
指
示
に
従
っ
た
り
す
る
方
法
を

学
ぶ
ゲ
ー
ム
で
し
た
。
子
供
た
ち
は
い
く
つ
か
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
メ
ン
バ
ー
の
1
人
に
目
隠
し
を

し
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
が
「
ゴ
ー
ル
ラ
イ
ン
」
に
た
ど

り
着
け
る
よ
う
に
指
示
を
与
え
ま
し
た
。 

　

一
人
ひ
と
り
の
生
徒
に
は
、
W
H
A
チ
ー
ム
が
用

意
し
た
小
冊
子
が
配
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
小
冊
子
に

は
、
そ
の
日
に
学
ん
だ
内
容
を
手
短
に
ま
と
め
て
復

習
す
る
た
め
の
英
語
の
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

シ
ヤ
パ
ス
取
締
役
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

「
初
級
レ
ベ
ル
で
も
英
語
で
意
思
の
疎
通
が
可
能
で
あ

れ
ば
他
の
人
よ
り

有
利
で
あ
り
、
成

功
す
る
機
会
の
獲

得
に
つ
な
が
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
W
H
A
英
語

短
期
集
中
講
座
の

目
的
は
子
供
た
ち

が
英
語
で
の
や
り

取
り
に
抵
抗
を
感

じ
な
く
な
り
自
分

自
身
を
表
現
す
る

方
法
を
学
べ
る

よ
う
に
す
る
こ

と
で
す
。
教
師

は
楽
し
気
な
雰

囲
気
の
中
で
興

味
を
そ
そ
る
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
実
施
し
て
子

供
た
ち
の
や
る

気
を
引
き
出
し

ボ
キ
ャ
ブ
ラ

リ
ー
を
豊
か
に

し
た
り
文
法
力

を
伸
ば
し
た
り
し
て
、
意
思
疎
通
を
図
る
能
力
を
高

め
る
手
助
け
を
し
ま
す
。
W
H
A
は
子
供
た
ち
が
英

語
で
意
思
疎
通
を
図
れ
る
よ
う
に
な
り
人
生
で
よ
り

良
い
機
会
を
得
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
教

育
は
私
た
ち
の
日
常
生
活
の
重
要
な
要
因
で
あ
り
近

隣
の
地
域
社
会
の
子
供
た
ち
を
支
援
す
る
上
で
特
に

重
要
な
分
野
で
す
。」

　

教
室
の
枠
を
超
え
た
学
習
体
験
は
聴
解
力
、
読
解

力
、
作
文
力
を
若
者
に
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
の
優

れ
た
方
法
で
す
。
地
域
の
関
係
者
と
の
間
で
持
続
可

能
な
関
係
を
構
築
す
る
と
い
う
目
標
達
成
を
目
指
し

W
H
A
は
自
社
の
工
業
団
地
近
隣
に
あ
る
学
校
に

と
っ
て
不
可
欠
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
り
子
供
た
ち
が

よ
り
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
そ
れ
と
同
時
に
学
習
体

験
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
学
習
を
支
援
す

べ
く
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

を
養
成
す
る
た
め
の
教
育
分
野
で
の
支

援
の
提
供
な
ど
の
方
策
を
見
つ
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、「
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4
・
0
」
の
時
代
に
失

業
率
を
低
下
さ
せ
そ
れ
と
同
時
に
国
の

生
産
性
を
高
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

置
が
さ
ら
に
4
年
間
延
長
さ
れ
ま
す
。 

　

E
E
C
d
は
こ
の
地
域
に
お
け
る
デ

ジ
タ
ル
産
業
と
投
資
の
中
心
と
な
り
、

「
タ
イ
ラ
ン
ド
4
・
0
」
政
策
に
よ
る

変
革
を
加
速
さ
せ
る
商
業
的
デ
ジ
タ

ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
E
E
C
d
は

タ
イ
を
こ
の
地
域
の
デ
ジ
タ
ル
・
ビ
ジ

ネ
ス
分
野
に
お
け
る
貿
易
と
投
資
の
ハ

ブ
に
す
る
上
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た

し
ま
す
。
E
E
C
d
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

す
る
業
種
に
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
、

デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
、
デ
ジ
タ
ル
パ
ー

ク
、デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン

タ
ー
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
、
研
究
開

発
お
よ
び
関
連
サ
ー
ビ
ス
が
含
ま
れ
ま

す
。 

　

デ
ジ
タ
ル
パ
ー
ク
・
タ
イ
ラ
ン
ド
は

高
速
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ

な
ど
の
革
新
的
な
イ
ン
フ
ラ
、
お
よ
び

事
業
活
動
を
支
援
す
る
そ
の
他
の
設
備

を
含
む
総
合
的
な
デ
ジ
タ
ル
・
イ
ン
フ

ラ
を
備
え
た
施
設
と
な
り
ま
す
。「
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
と
し
て
建
設
さ
れ
る

E
E
C
d
は
顔
認
識
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ

ス
テ
ム
、
ス
マ
ー
ト
水
道
シ
ス
テ
ム
、

5
G
試
行
エ
リ
ア
な
ど
の
先
進
的
な
デ

ジ
タ
ル
シ
ス
テ
ム
を
完
備
し
ま
す
。

   

（Source : w
w
w
.boi.go.th
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1

ヘマラートニュースダイジェストヘマラートニュースダイジェスト

WHAグループが
チュラロンコン大学工学部を支援
WHAグループが
チュラロンコン大学工学部を支援

WHAグループは先日、チュラロンコン大学の工学部に対し、20万バーツの寄
付を行いました。この寄付は「Professor Aroon Sorathesn Center of 
Excellence in Environmental Engineering」の設立を目的としたもので
す。高度なツールと革新的な技術を備えた世界水準の施設となる予定の同セ
ンターはタイにおける環境の持続可能性を高めるべく、環境分野の研究開発
に焦点を絞った活動に取り組みます。この寄付は、将来の世代のために生活の質の改善を目指すというWHAグループのCSR
活動の目的に即したものです。

WHAグループが開発したイースタン・シーボード工業団地（ラヨーン）（ESIE）は
先日開催された「スマート・エコ・シティと持続可能な都市化を目指して」と題する
エコ・イノベーション・フォーラム2018においてエコ・インダストリアル・タウン・
アワード（エコチャンピオン部門）を受賞しました。同フォーラムは、デジタル経済
社会省、工業省およびタイ工業連盟（FTI)の共催によるものです。ESIEは、持続
可能性の概念に基づいた環境保護への力強い取り組みが評価され今年で5年連続の受賞を果たしました。

AMCHAMタイランドの役員が
ESIE（ラヨーン）とWHA ESIE1を訪問
AMCHAMタイランドの役員が
ESIE（ラヨーン）とWHA ESIE1を訪問

AMCHAMタイランド（在タイ米国商工会議所）のMs. Heidi Gallant事務局
長（中央）をはじめとする役員一行が先日イースタン・シーボード工業団地
（ラヨーン）とWHAイースタン・シーボード工業団地1（WHA ESIE 1）を訪
れ、WHAコーポレーション株式会社のシヤパス・チャンタチャイロート法人
マーケティング担当取締役による温かい歓迎を受けました。これら2つの工
業団地には、ゼネラル・モーターズ、ジェリー・ベリー・キャンディー、ケロッグ
ズ、アクシネット・タイトリスト、FMCケミカルなどの大手米国企業が入居し
ています。一行は環境に優しい施設や世界水準の設備を詳細に見学して回ったほか自動車産業クラスターとWHA工業団地に、
より多くの国際的な投資家を呼び込むための投資機会について協議を行いました。

WHAインベスターズ・クラブの年次慈善ゴルフトーナメントで
募金額が20万バーツを超える
午前中の会議ではBOI高官と
自動車業界専門家が知見を参加者と共有 

WHAインベスターズ・クラブの年次慈善ゴルフトーナメントで
募金額が20万バーツを超える
午前中の会議ではBOI高官と
自動車業界専門家が知見を参加者と共有 

WHAインダストリアル・ディベロップメント株式会社は、去る11月7日
にチョンブリのパッタナー・ゴルフ＆スポーツクラブにおいてインベスタ
ーズ・クラブ年次会議および慈善ゴルフコンペを開催しました。このイ
ベントには100名以上が参加し大きな成功を収めました。
イベントの最初のプログラムは情報共有を目的とした会議で、タイ投
資委員会（BOI）のナリット・タードスティーラスクディ副総裁により
BOIの現行の投資奨励政策に関する包括的な最新情報を提供する講演が行われました。それに続き、IHSマーキット・オートモティブ社
のジェッサダ・トンパク副部長により、この地域における自動車産業と電気自動車の展望に関する啓発的な講演が行われました。また、
WHAのタニン・スッブーンルアン工業団地運営担当副社長がWHAのインフラストラクチャとサービスに関する最新情報を提供し、参加
者は皆、熱心に聞き入りました。
昼食の後、ゴルファーたちはゴルフコースへと向かいスポーツマンシップと仲間意識の強化を目的としたトーナメントのティーオフに臨み
ました。夕食会の席では各フライトの優勝者のほか、胸を躍らせる挑戦を称える「ニアピン」賞などの各種の賞やラッキードローの当選者
が発表されました。
また、ラヨーンのノン・ライ学校およびWHAの一連の慈善プロジェクトのための募金活動も行われ20万バーツを超える募金が集まりま
した。WHAは募金額と同額の寄付を行う方針を明らかにしていたため募金者は自らの貢献が2倍になって慈善活動に反映されることを
心得ていました。
WHAインダストリアル・ディベロップメント株式会社のデビッド・ナードン工業・国際担当グループ・エグゼクティブは次のように述べまし
た。「非常に実りある募金活動を実施できました。弊社のお客様、パートナー、そしてWHAインダストリアル・ディベロップメント株式会社
のコミュニティに属する皆様方の積極的なご協力により慈善活動のための募金を集めることができました。このイベントは毎年、開催が
待ち遠しく思われる、特別に楽しいものになっております。」
午前中のプログラムを有意義なものにして下さった来賓講演者の方々ならびに今年度の慈善ゴルフトーナメントに参加しエキサイティ
ングで楽しいイベントにして下さったスポンサーとゴルファーの皆様に心よりお礼を申し上げます。　　 

写真は、WHAインダストリアル・ディベロップメント株式会社のタニン・スッブーンルアン工業団地運営・メンテナンス担当副社長（中央左側）が、ESIEを代表し
て、タイ工業団地公社（IEAT）のソムチント・ピルーク総裁（中央右側）より、記念の盾を受領しているところ。この授与式には、イースタン・シーボード工業団地
（ラヨーン）事務局のカトレヤ・シララタナ局長（左端）、タイ工業連盟（FTI）のスパン・モンコンストゥリー会長（右端）が出席されました。写真は、WHAユーティリティーズ・アンド・パワー株式会社のウィサート・チュンワタナ最高経営責任者（右から5人目）が、チュラロンコン大学工学部のスポッ

ト・テーチャウォラシンクン学部長（左から5人目）に寄付金の小切手を贈呈しているところ。この贈呈式には、チュラロンコン大学工学部環境工学科のケマラー
ト・オサタパン科長（左から4人目）と、WHAインダストリアル・ディベロップメント株式会社のウィワット・ジラティカーンサクン工業・国際担当最高執行責任者
（右から4人目）が出席されました。

化学業界の大手企業イハラニッケイ・ケミカル（タイランド）社は先日、
東部経済回廊（EEC）に位置するWHAイースタン工業団地（マプタプッ
ト）において新工場の開所式を開催しました。最先端の設備を完備した
新工場の完成により、同社は生産能力を拡大し、この地域において増え
続けている顧客需要に応えることが可能になります。

ボ
ッ
シ
ュ
社
と
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社
が
デ
ジ
タ
ル
変
革
の
推
進
で
協
力 

WHAグループ CSR

Industrial Development

カスタマーニュース

・
ボ
ッ
シ
ュ
社
は
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

4・0
」の
活
発
な
ユ
ー
ザ
ー
兼
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
な
っ
て
ノ
ウ

ハ
ウ
を
獲
得

・
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ィ
ベ

ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社
は
ス
マ
ー
ト
・
マ
ニ
ュ

フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
施
設
の
強
化
に
注
力 

・
政
府
の
優
遇
措
置
に
よ
り
ス
マ
ー
ト
・

マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
の
変
革
を
促

進・
F
I
B
O
は
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
向
け
た

労
働
力
の
整
備
に
十
分
な
自
信
を
示
す
　

　

タ
イ
、
ラ
ヨ
ー
ン
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

と
サ
ー
ビ
ス
の
世
界
的
な
大
手
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
で
あ
る
ボ
ッ
シ
ュ
社
は
ス
マ
ー

ト
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
の
メ

リ
ッ
ト
を
タ
イ
に
も
た
ら
そ
う
と
し
て

い
ま
す
。
世
界
の
製
造
業
が
非
常
に
急

速
に
動
き
変
化
し
て
い
る
現
在
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
力

を
得
た
タ
イ
は
大
き
な
進
歩
を
遂
げ
る

素
晴
ら
し
い
機
会
を
手
に
し
て
い
ま

す
。

　

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
分
野
の
幅
広
い
知
識

と
広
範
囲
に
わ
た
る
産
業
経
験
を
有
す

る
ボ
ッ
シ
ュ
社
は
タ
イ
の
次
世
代
産

業
、
特
に
コ
ネ
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
分
野

で
サ
ポ
ー
ト
と
付
加
価
値
を
提
供
で
き

ま
す
。
同
社
は
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
プ

ロ
バ
イ
ダ
ー
で
あ
る
と
同
時
に
、
世
界

各
地
に
あ
る
自
社
工
場
に
お
い
て
「
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4
・
0
」
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

東亞合成（タイランド）社が
WHA ESIE 2で第2工場の起工式を開催
東亞合成（タイランド）社が
WHA ESIE 2で第2工場の起工式を開催

日系化学企業でアクリル製品を製造する東亜合成（タイランド）社はラヨ
ーン県にある WHA イースタン・シーボード工業団地 2（WHA ESIE 
2）において今年の7月に第1工場を稼働させたのに続き、先日、第2
工場の起工式を開催しました。この新工場は、すでに本格稼働中の第 1
工場に隣接しており完成時には様々な業界からの大規模な需要に対応
することが可能になります。

ゼオン・ケミカルズ・アジア社がWHAインダストリアル・
ディベロップメント社と土地売買契約を締結
ゼオン・ケミカルズ・アジア社がWHAインダストリアル・
ディベロップメント社と土地売買契約を締結

日本に本拠を置く工業用化学製品の大手メーカー、日本ゼオン株式会社の
新たなタイ子会社であるゼオン・ケミカルズ・アジア（ZCA）社は先日、
WHA インダストリアル・ディベロップメント株式会社との間で土地売買契
約を締結しました。この工業用地はラヨーン県のWHAイースタン工業団地
（マプタプット）にあり、日本ゼオンが 20 年以上前から進出しているタイ国
での事業拡大に伴い新工場を建設することを決定しました。 

イハラニッケイ・ケミカル（タイランド）社が
新工場の開所式を開催。
WHA EIE（マプタプット）で

イハラニッケイ・ケミカル（タイランド）社が
新工場の開所式を開催。
WHA EIE（マプタプット）で

の
活
発
な
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
こ
と
に
よ

り
技
術
的
ノ
ウ
ハ
ウ
を
獲
得
し
て
い
ま

す
。

　

ス
マ
ー
ト
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ

ン
グ
の
取
り
組
み
の
展
開
に
は
製
造
機

械
に
埋
め
込
み
セ
ン
サ
ー
を
取
り
付
け

て
運
転
状
態
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
関

す
る
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
試
み
が
含
ま

れ
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク

チ
ャ
リ
ン
グ
と
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

接
続
さ
れ
た
機
械
類
を
利
用
し
て
生
産

プ
ロ
セ
ス
全
体
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る

プ
ロ
セ
ス
で
す
。
ス
マ
ー
ト
・
マ
ニ
ュ

フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
の
主
目
的
は
製
造

業
務
の
運
営
で
自
動
化
が
可
能
な
部
分

を
明
ら
か
に
し
、
デ
ー
タ
分
析
を
利
用

し
て
製
造
プ
ロ
セ
ス
全
体
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
高
め
る
こ
と
で
す
。

　

ス
マ
ー
ト
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ

ン
グ
の
認
識
と
採
用
を
一
層
促
進
す
る

た
め
に
ボ
ッ
シ
ュ
・
タ
イ
ラ
ン
ド
社
と

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ィ
ベ

ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社
は
先
日
、「
ス
マ
ー

ト
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ

2
0
1
8
」
に
お
い
て
各
種
の
産
業
が

長
期
的
な
発
展
の
た
め
に
デ
ジ
タ
ル
・

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
利
用
し
て
効
率
と
生

産
性
を
高
め
る
上
で
役
立
つ
コ
ネ
ク

テ
ッ
ド
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
共
同
実
施
し
、
公

的
部
門
と
民
間
部
門
か
ら
数
百
人
の
参

加
者
を
得
ま
し
た
。

　
「
ス
マ
ー
ト
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ

ン
グ
2
0
1
8
」
で
は
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
デ
ー
タ
が
収
集
さ
れ
る
生
産
ラ
イ

ン
の
ラ
イ
ブ
・
デ
モ
で
模
擬
体
験
す
る

「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4
・
0
」
の
シ
ス
テ

ム
統
合
、ス
マ
ー
ト
・
ボ
イ
ラ
ー
、ス
マ
ー

ト
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
シ
ス
テ
ム
、
コ

ネ
ク
テ
ッ
ド
・
ツ
ー
ル
の
ほ
か
多
数
の

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
注
目
を
集
め
ま
し

た
。

　

ボ
ッ
シ
ュ
・
タ
イ
ラ
ン
ド
社
の
ジ
ョ

セ
フ
・
ホ
ン
（Joseph H

ong

）
マ
ネ
ー

ジ
ン
グ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
タ
イ
政
府

と
協
力
関
係
を
構
築
し
て
取
り
組
む
こ

と
の
重
要
性
を
強
調
し
次
の
よ
う
に
述

べ
ま
し
た
。「
ボ
ッ
シ
ュ
で
は
、
政
府
お

よ
び
業
界
と
緊
密
に
協
力
し
合
い
「
タ

イ
ラ
ン
ド
4
・
0
」
の
枠
組
み
に
沿
っ

て
ス
マ
ー
ト
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ

ン
グ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
採
用
を
推

進
し
て
い
ま
す
。」

　

タ
イ
政
府
は
20
カ
年
戦
略
的
計
画
の

一
環
と
し
て
タ
イ
の
デ
ジ
タ
ル
変
革
と

市
場
の
競
争
力
強
化
を
支
援
す
る
た
め

に
次
世
代
産
業
に
焦
点
を
絞
る
こ
と
に

よ
り
ス
マ
ー
ト
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ

リ
ン
グ
を
支
え
る
た
め
の
積
極
的
な
措

置
を
講
じ
て
い
ま
す
。
政
府
に
と
っ
て

の
主
要
な
優
先
事
項
は
タ
イ
の
デ
ジ
タ

ル
・
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
を
ア
ッ

プ
グ
レ
ー
ド
し
、
タ
イ
全
国
の
あ
ら
ゆ

る
組
織
に
わ
た
っ
て
デ
ジ
タ
ル
変
革
を

推
進
す
る
こ
と
で
す
。
タ
イ
は
イ
ン
フ

ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
と
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ

ン
ツ
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
ほ
か
、
個
人
、
民
間
企
業
お
よ
び
公

的
機
関
の
間
で
の
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
利
用
な
ど
の
分
野
に
お
い
て

こ
の
地
域
で
最
も
高
い
順
位
を
占
め
る

写真は、 WHA インダストリアル・ディベロップメント株式会社のデビッド・ナードン
工業・国際担当グループ・エグゼクティブ（左から 3 人目）と、ボッシュ・タイラン
ド社のジョセフ・ホン（Joseph Hong）マネージング・ディレクター（右から2 人目）が、
提携契約書に署名しているところ。同席者は、WHAインダストリアル・ディベロップ
メント社のプリープレム・マラシット相談役（左端）、WHA コーポレーション株式会
社のシヤパス・チャンタチャイロート法人マーケティング担当取締役（左から2 人目）
と、ロバート・ボッシュ・オートモティブ・テクノロジーズ（タイランド）株式会社のマー
ティン・ノス（Martin Knoss）ASEAN 地域社長（右端）。 

「
W
H
A
U
P
」
社
が
ソ
ー
ラ
ー
発
電
へ
の
投
資
を
加
速

第
3
四
半
期
に
2
・
6
M
W
の
新
規
開
発
を
完
了
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ら
に
10
M
W
の
開
発
を
計
画

イースタン・シーボード工業団地（ラヨーン）が 
エコ・インダストリアル・タウン・アワードを5年連続で受賞
イースタン・シーボード工業団地（ラヨーン）が 
エコ・インダストリアル・タウン・アワードを5年連続で受賞

WHAイースタン工業団地（マプタプット）（WHA EIE）は先日、「スマート・エコ・
シティと持続可能な都市化を目指して」と題するエコ・イノベーション・フォーラム
2018においてエコ・インダストリアル・タウン・アワード（エコチャンピオン部門）
を受賞しました。WHA傘下のWHAイースタン・インダストリアル・エステート株
式会社が運営するWHA EIEは、環境保全に対する意識の高さと、タイランド4.0
政策に従って工業分野で果たした積極的な役割が評価されてこのアワードを受賞した
写真は、WHAイースタン・インダストリアル・エステート株式会社のラチャキット・クランプロム維持・運営担当マネージャー（中央左側）と、チャカート・パタナ
スリ取締役（左端）が、タイ工業団地公社のソムチント・ピルーク総裁（中央右側）より、アワードの授与を受けているところ。この授与式には、タイ工業連盟
（FTI）のスパン・モンコンストゥリー会長（右端）が出席されました。　　

WHAイースタン工業団地（マプタプット）が 
エコ・インダストリアル・タウン・アワードを受賞 
WHAイースタン工業団地（マプタプット）が 
エコ・インダストリアル・タウン・アワードを受賞 

国
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
ス
マ
ー
ト
・
マ

ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
の
分
野
に
お

け
る
タ
イ
の
成
長
の
中
心
地
は
東
部
経

済
回
廊
（
E
E
C
）
で
ボ
ッ
シ
ュ
社
の

製
造
工
場
も
現
在
E
E
C
に
位
置
し
て

い
ま
す
。
大
規
模
な
イ
ン
フ
ラ
投
資
に

よ
り
、
こ
の
地
域
と
ア
セ
ア
ン
諸
国
お

よ
び
世
界
と
の
コ
ネ
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が

強
化
さ
れ
ま
す
。
タ
イ
政
府
は
先
日
東

部
経
済
回
廊
法
を
成
立
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
に
基
づ
き
タ
イ
政
府
は
こ
の

地
域
の
開
発
と
発
展
の
た
め
に
1
兆

5,
0
0
0
億
バ
ー
ツ（
4
5
0
億
ド
ル
）

の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。 

　

ス
マ
ー
ト
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ

ン
グ
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
プ
ロ
セ
ス
を
改

善
し
生
産
性
の
向
上
を
実
現
す
る
こ
と

に
よ
り
、「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4
・
0
」

と
「
タ
イ
ラ
ン
ド
4
・
0
」
の
目
標
を

実
現
し
可
能
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
多
く
の
ケ
ー
ス
で
転
換
点
に
達

し
て
お
り
タ
イ
の
機
械
メ
ー
カ
ー
や
製

造
業
者
の
間
で
は
ス
マ
ー
ト
・
マ
ニ
ュ

フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
の
シ
ス
テ
ム
と
プ

ロ
セ
ス
の
導
入
に
前
向
き
に
取
り
組
む

企
業
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
努

力
の
結
果
製
造
業
と
物
流
は
効
率
、
利

益
率
、
柔
軟
性
が
高
ま
り
、
環
境
に
も

優
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

タ
イ
投
資
委
員
会
（
B
O
I
）
の
地

域
投
資
・
経
済
セ
ン
タ
ー
4
（
チ
ョ
ン

ブ
リ
）
の
責
任
者
を
務
め
る
ウ
ィ
ラ
ッ

ト
・
タ
ッ
サ
リ
ン
カ
ン
サ
ク
氏
は
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。「
B
O
I
の

政
策
は
、
製
造
プ
ロ
セ
ス
を
改
善
す
る

た
め
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
と
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
採
用
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
同
時
に
、
B
O
I
で
は
先
進
技

術
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
恩
典
を
付
与
す

る
こ
と
に
よ
り
人
的
資
源
の
開
発
を
促

進
し
て
い
ま
す
。」

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ィ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
株
式
会
社
の
デ
ビ
ッ

ド
・
ナ
ー
ド
ン
工
業
・
国
際
担
当
グ
ル
ー

プ
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
は
次
の
よ
う
に

語
っ
て
い
ま
す
。「
現
在
の
環
境
に
お

い
て
製
造
業
者
は
多
く
の
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
と
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
追
加

し
て
、
生
産
プ
ロ
セ
ス
を
微
調
整
す
る

こ
と
に
よ
り
競
争
力
を
高
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
W
H
A
の
施
設
は
東
部
経

済
回
廊
内
の
戦
略
的
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
あ
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
が
十
分
に
整
備
さ
れ
た
W
H
A
の

ス
マ
ー
ト
工
業
団
地
は
タ
イ
に
お
け
る

ス
マ
ー
ト
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン

グ
の
変
革
実
現
を
お
手
伝
い
す
る
た
め

の
準
備
態
勢
が
整
っ
て
い
ま
す
。」

　

こ
の
見
解
に
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ロ

ボ
テ
ィ
ク
ス
研
究
所
（
F
I
B
O
）
の

創
設
者
で
E
E
C
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
・
ク

ラ
ス
タ
ー
執
行
委
員
会
委
員
を
務
め
る

ジ
ッ
ト
・
ラ
オ
ワ
ッ
タ
ナ
準
教
授
も
同

意
し
て
い
ま
す
。
ジ
ッ
ト
準
教
授
は
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。「
実
の
と

こ
ろ
高
熱
の
エ
リ
ア
や
非
常
に
高
く
狭

い
場
所
な
ど
の
危
険
な
場
所
で
は
オ
ー

ト
メ
ー
シ
ョ
ン
と
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
・
シ

ス
テ
ム
が
人
間
の
代
わ
り
を
務
め
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
を
私
た
ち
は
常
に
理

解
し
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
場
所
で

は
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
作
業
を
正
確
に
繰
り

返
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
た
ち
は
正

し
い
方
向
に
向
か
っ
て
進
ん
で
お
り
、

私
は
タ
イ
が
有
能
な
労
働
力
を
生
み
出

し
て
ス
マ
ー
ト
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ

リ
ン
グ
時
代
を
強
化
す
る
能
力
を
備
え

て
い
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。」

　

バ
ン
コ
ク
、
W
H
A
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
ズ
・
ア
ン

ド
・
パ
ワ
ー
株
式
会
社
（
W
H
A
U
P
）
は
ソ
ー
ラ
ー

発
電
へ
の
投
資
計
画
を
今
後
一
層
加
速
さ
せ
2
0
1
8

年
第
3
四
半
期
に
さ
ら
に
2
・
6
M
W
の
発
電
設
備
設

置
を
目
指
す
方
針
で
す
。
W
H
A
U
P
は
先
日
、
エ
レ

ク
ト
ロ
ラ
ッ
ク
ス
社
よ
り
ラ
ヨ
ー
ン
に
あ
る
同
社
工
場

の
1
つ
に
お
い
て
0
・
5
0
M
W
の
ソ
ー
ラ
ー
発
電
シ

ス
テ
ム
を
設
置
・
運
営
す
る
業
務
を
請
け
負
い
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
9
月
中
に
完
成
す
る
見
込
み
で
す
。

W
H
A
U
P
で
は
今
年
中
に
さ
ら
に
10
M
W
相
当
の
契

約
締
結
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

タ
イ
に
お
け
る
完
全
に
統
合
さ
れ
た
産
業
向
け
公
共

イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
の
大
手
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
で
原
水
、

処
理
水
、浄
化
水
、廃
水
処
理
、天
然
ガ
ス
の
供
給
サ
ー

ビ
ス
を
行
い
タ
イ
と
海
外
の
双
方
で
発
電
事
業
へ
の
投

資
を
行
っ
て
い
る
、
W
H
A
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
ズ
・

ア
ン
ド
・
パ
ワ
ー
株
式
会
社
（
W
H
A
U
P
）
の
ウ
ィ

サ
ー
ト
・
チ
ュ
ン
ワ
タ
ナ
最
高
経
営
責
任
者
は
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
ま
す
。「
W
H
A
U
P
は
完
全
に
統
合

さ
れ
た
ソ
ー
ラ
ー
発
電
サ
ー
ビ
ス
を
顧
客
に
提
供
し

2
0
1
8
年
第
3
四
半
期
に
は
2
・
6
M
W
の
新
規
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
商
業
運
転
段
階
に
達
す
る
予
定
で
す
。

弊
社
は
先
日
W
H
A
ラ
ヨ
ー
ン
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル

ラ
ン
ド
に
あ
る
エ
レ
ク
ト
ロ
ラ
ッ
ク
ス
・
タ
イ
ラ
ン
ド

株
式
会
社
の
工
場
の
1
つ
に
0
・
5
0
M
W
の
ソ
ー

ラ
ー
屋
上
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
て
運
営
す
る
こ
と

で
エ
レ
ク
ト
ロ
ラ
ッ
ク
ス
社
と
の
間
で
契
約
を
締
結
し

ま
し
た
。
こ
の
契
約
に
よ
り
エ
レ
ク
ト
ロ
ラ
ッ
ク
ス
社

は
投
資
や
運
営
コ
ス
ト
の
負
担
な
し
に
今
後
20
年
間
に

わ
た
り
電
力
コ
ス
ト
を
節
約
で
き
ま
す
。」

　

エ
レ
ク
ト
ロ
ラ
ッ
ク
ス
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）
社
の
ク
リ

ス
・
デ
ィ
ニ
ー
ン
工
場
長
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま

す
。「
エ
レ
ク
ト
ロ
ラ
ッ
ク
ス
で
は
、
弊
社
の
「
目
的
」

ミ
ッ
シ
ョ
ン
声
明
に
即
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
向
上
と

環
境
に
対
す
る
責
務
の
遂
行
に
継
続
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
弊
社
で
は
、
第
1
期
の
ソ
ー
ラ
ー
屋
上
発
電

と
し
て
0
・
1
M
W
の
設
備
を
自
社
資
金
で
設
置
し
ま

し
た
が
そ
の
後
、
W
H
A
U
P
社
が
ソ
ー
ラ
ー
屋
上
発

電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
と
運
営
を
行
い
ソ
ー
ラ
ー
発
電
で

得
ら
れ
た
電
力
を
弊
社
に
割
引
料
金
で
販
売
す
る
と
い

う
W
H
A
U
P
社
の
サ
ー
ビ
ス
形
態
を
知
り
ま
し
た
。

同
社
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
弊
社
は
追

加
コ
ス
ト
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
負
担
な
し
に
、
弊
社
の

工
場
に
さ
ら
に
0
・
5
M
W
の
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
を

設
置
し
目
標
と
す
る
0
・
6
M
W
の
総
発
電
容
量
を
達

成
で
き
ま
す
。」

　

ク
リ
ス
・
デ
ィ
ニ
ー
ン
氏
は
ま
た
次
の
よ
う
な
コ
メ

ン
ト
を
付
け
加
え
ま
し
た
。「
こ
の
第
2
期
の
ソ
ー
ラ
ー

屋
上
発
電
の
設
置
工
事
が
完
了
す
れ
ば
二
酸
化
炭
素
を

発
生
さ
せ
ず
に
得
ら
れ
た
電
力
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ

り
C
O
2
生
成
量
を
年
間
4
0
0
ト
ン
削
減
で
き
る
た

め
持
続
可
能
性
と
環
境
保
護
面
の
目
標
達
成
に
大
き
く

近
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。」

　

ま
た
、
W
H
A
U
P
は
現
在
W
H
A
の
工
業
団
地
入

居
企
業
や
そ
の
他
の
工
業
顧
客
と
の
間
で
新
規
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
協
議
を
進
め
て
お
り
、
今
年
中
に

10
M
W
相
当
の
契
約
締
結
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

W
H
A
U
P
は
現
時
点
で
す
で
に
9
か
所
の
ソ
ー
ラ
ー

屋
上
発
電
施
設
を
運
営
し
て
お
り
、
総
発
電
容
量
は

4
・
8
M
W
と
な
っ
て
い
ま
す
。
顧
客
は
ク
リ
ー
ン
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
電
力
コ
ス
ト
を
節
約
で
き
る
と
い
う
経

済
的
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
そ
の
導
入
に

積
極
的
に
な
っ
て
い
る
た
め
ソ
ー
ラ
ー
屋
上
発
電
は
今

後
の
成
長
が
非
常
に
有
望
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ウ
ィ
サ
ー
ト
・
チ
ュ
ン
ワ
タ
ナ
氏
は
次
の
よ
う
に

語
っ
て
い
ま
す
。「
W
H
A
U
P
は
設
計
、
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
、
設
置
、
許
可
や
ラ
イ
セ
ン
ス
の
取
得
の
ほ

か
、
契
約
期
間
全
体
に
わ
た
る
運
営
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

ま
で
網
羅
す
る
オ
ー
ル
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
の
ソ
ー
ラ
ー

発
電
サ
ー
ビ
ス
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
提
供
し
て
お
り
お
客
様

は
初
期
費
用
や
運
営
コ
ス
ト
な
し
に
電
力
コ
ス
ト
を
削

減
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
ま
す
。
弊
社
の
チ
ー
ム

は
工
業
ユ
ー
ザ
ー
向
け
の
電
力
お
よ
び
公
共
イ
ン
フ
ラ

サ
ー
ビ
ス
分
野
で
長
年
に
わ
た
る
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を

有
し
て
お
り
ソ
ー
ラ
ー
屋
上
発
電
サ
ー
ビ
ス
で
最
善
の

節
電
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
た
め
に
万
全
の
態

勢
を
整
え
て
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。」 

　

ボ
ッ
シ
ュ
・
タ
イ
ラ
ン
ド
社
と

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ィ
ベ

ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
株
式
会
社
に
よ
り
開
催

さ
れ
た
ス
マ
ー
ト
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク

チ
ャ
リ
ン
グ
・
イ
ベ
ン
ト
は
、
パ
ー
ト

ナ
ー
と
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
一
カ
所

に
集
ま
っ
て
懸
案
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
デ
ジ
タ
ル
変
革
の
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
と
経
験
を
共
有
す
る
た
め
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
こ
れ
ら
の
交

流
は
ス
マ
ー
ト
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ

リ
ン
グ
を
推
進
し
タ
イ
を
次
の
レ
ベ
ル

に
引
き
上
げ
る
上
で
助
け
と
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　WHA ユーティリティーズ・アンド・パワー株式会社は、ZF Lemforder（タイランド）社
との間でイースタン・シーボード工業団地（ラヨーン）にある ZF 社の工場に発電容量
0.8MWの屋上ソーラー発電設備を設置する契約を締結しました。ZF 社シャーシ・システム事
業部門の東南アジア・インド・太平洋地域責任者を務める Thinus Steyn 氏（中央右側）と
WHAユーティリティーズ・アンド・パワー株式会社（WHAUP）のウィサート・チュンワタ

ナ最高経営責任者（中央左側）はソー
ラー発電売買契約の締結を共に祝い
ました。契約締結式には、WHAUP
のプンラピー・ノパルムパ発電事業
開発担当取締役（左側）と、ZF 社の
シラチャット・サマイクン工場長（右
側）が出席されました。この売買契
約はクリーンエネルギーをコンセプ
トとする環境保護とコスト削減を推
進する ZF 社の方針を反映したもの
です。同プロジェクトの COD は、

2019 年 4 月の予定です。 
　ZF Lemforder（タイランド）社の工場は、WHA インダストリアル・ディベロップメント
株式会社のイースタン・シーボード工業団地（ラヨーン）に位置し敷地面積は 12 ライを超え
ます。ZF 社はクリーンエネルギーに注力しており、それが今回 WHAUP が屋上ソーラー発
電を提供する要因となりました。
　ZF Lemforder 社のシラチャット・サマイクン工場長は次のように述べています。「ソーラー
エネルギーは環境保護に貢献し、弊社工場のエネルギーコスト削減にも役立ちます。ソーラー
システム、その技術面、許認可の取得、設置のほか運営およびメンテナンスは WHAUP 社が
担当します。このソーラーシステムは、最大で ZF タイランド社の現在の電力消費量の約
49%を供給しCO2 排出量を年間 550 トン削減する効果があります。」
　同社シャーシ・システム事業部門の東南アジア・インド・太平洋地域責任者を務める
Thinus Steyn 氏は次のように述べています。「このエキサイティングなプロジェクトで
WHAUP 社と協力できることをうれしく思います。このプロジェクトは我々のグループの環
境上の諸目標にうまく適合します。この「ウィンウィン」の契約によって弊社の工場を改善
する機会をもたらしてくださった WHA インダストリアル・ディベロップメント株式会社と
WHAUP社に感謝申し上げます。」
　WHAUPのウィサート・チュンワタナCEOは次のように語っています。「イースタン・シー
ボード工業団地（ラヨーン）において ZF Lemforder（タイランド）社と実施する 0.8 MW の
屋上ソーラー発電プロジェクトは弊社が WHA の工業団地およびその他の工業団地の入居企
業の皆様に提供しているソーラー発電サービスの 1 つです。WHAUP は、現時点ですでに 9
か所のソーラー発電施設を運営しており総発電容量は 4.8MW となっています。顧客はクリー
ンエネルギーが電力コスト節約という経済的メリットをもたらすことを認識しその導入に積
極的になっているため屋上ソーラー発電は今後の成長が非常に有望視されています。」 

WHAUPと ZF Lemforder 社が
屋上ソーラー発電設置契約を締結
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で
新
た
な
機
会
が
生
ま
れ
る


